
縮　尺縮　尺

図面名

施工地名

工事名

工事番号

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

公セ補

上越市大字藤野新田

図面番号

仕上表

－

下水道センター

第5-機高-5号 A2- 1

耐水化対策(建築)工事

汚泥濃縮槽　階段室　耐水化改修

１階 階段室－１

Ｃ 2-02-7

Ｆ

ｆ

巾木・壁に同じ

巾木・壁に同じ

Ｃ Ｃ（Ｃ）Ｃ（Ｃ）

Ｃ（Ｃ） Ｃ（Ｃ）

Ｃ

Ｃ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

2-02-7 3-01-11

3-01-11

Ｆ直　天天井に同じ

直　天天井に同じ ｆ

1-01-3

1-01-3

Ｂ

ｂ

Ｃ 2-02-12モルタル直均しt=20 100

Ｃ 2-02-12モルタル直均しt=20 100

Ｂ Ｃ 2-02-12 Ｆ2950モルタル直均しt=20

【搬入扉側のみ】

Ｃ 2-02-122950モルタル直均しt=20

【搬入扉側のみ】

ｆ

改修前

改修後 Ｃ

Ｃ コンクリート直均し

コンクリート直均し 防水板・コンクリート袖壁［新設］
ステンレスノンスリップ［新設］

Ｂ

ｂ

ｂ

Ｂ壁面ステンレスダクトカバー［撤去］

壁面ステンレスダクトカバー［新設］

Ｃ（Ｂ）

Ｃ（Ｂ）

複層模様吹付

モルタル直均し
複層塗材（ＲＥ）

ＧＢ－Ｒ

ＧＢ－ＮＣ（Ｎ）

ＧＢ－ＮＣ（ＮＴ）

ＧＢ－Ｄ（Ｗ）

ＤＲ

材 料 名 種別

仕上

下地

下地

天井(m/m)壁(m/m)

１２．５ １２．５

１２．５

９．５

９．５

１２．５ ＮＭ－８６１４

１２ ＮＭ－８５９９

ＮＭ－８６１９

ＮＭ－８６１３
又は同等

材 料 名備  考

壁紙

種別 壁(m/m) 天井(m/m) 備  考

１２ １０ ＮＭ－８５７８

２５ ２５

プラント電気設備工事：＜　　　　　＞ ＰＥ

プラント機械設備工事：＜　　　　　＞ ＰＭ

建築電気設備工事：＜　　　　　＞ ＡＥ

建築機械設備工事：＜　　　　　＞ ＡＭ

土木工事：＜　　　　　＞ Ｃ

の

の

材

料

改

修 仕

後 上

さ

厚

特記なき限り

工

事

区

分

略

号

けい酸カルシウム板（タイプ２）

押出法ポリスチレンフォーム保温材

改

例

修

内

容

凡

改修後改修前

ａ：　仕上新設Ａ：　仕上撤去

ｂ：　図示の仕上新設Ｂ：　図示の仕上撤去

ｃ：　下地共新設Ｃ：　下地共撤去

ｄ：　図示の下地共新設Ｄ：　図示の下地共撤去

ｅ：　図示の塗装塗り替えＥ：　図示の下地調整

ｆ：　既存のままＦ：　既存のまま

凡例

改修対象範囲を示す。

仕　　上　　表

外　部　仕　上　表

改修
内容

改修
内容

改修
内容

改修
内容

改修
内容

改修
内容

改修
内容

改修
内容下地 下地 下地 下地 下地 下地 下地 下地

改修
内容備　　考

庇・フード・バルコニー　軒天パラペット屋　　　根外　　　壁幅　　木　・　腰床

仕　　上 仕　　上 仕　　上 仕　　上 仕　　上 仕　　上 仕　　上 仕　　上

庇・フード・バルコニー　側面庇・フード・バルコニー　天端

梁型仕上 詳細番号 改修
内容仕　　　　　上 詳細番号 改修

内容

天　　　　井
備　　考 改修

内容

内　部　仕　上　表

階 室　　　　名
床 幅　　　　木

下地 詳細番号 改修
内容仕　　　　　上 下地 詳細番号 改修

内容 下地 詳細番号 改修
内容 柱型仕上 詳細番号 改修

内容下地 仕　　　　　上 詳細番号 下地改修
内容

壁腰    壁

仕　　　　　上 高さ 仕　　　　　上 高さ

改修前

改修後

共通事項 外部付属物及び詳細番号 内部付属物及び詳細番号略　　号

１．　外部仕上表及び内、外部付属物の適用分類、詳細番号は、 ・　印のついたものを適用する。

２．　仕上表に記載の詳細番号のうち、(例)１－０２－３は建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房

不燃積層せっこうボード（化粧有り：トラバーチン模様）

Ｃ コンクリート

ＣＢ コンクリートブロック

Ｗ 木造

軽量鉄骨

せっこうボードＧＢ-Ｒ

ＧＢ－ＮＣ（Ｎ） 不燃積層せっこうボード（化粧無し：下地張り用）

シージングせっこうボードＧＢ-Ｓ

合成樹脂エマルション系複層仕上塗材複層塗材（Ｅ）

ポリマーセメント系複層仕上塗材複層塗材（ＣＥ）

反応硬化形合成樹脂エマルション系複層仕上塗材複層塗材（ＲＥ）

けい酸質系複層仕上塗材複層塗材（Ｓｉ）

クリヤラッカー塗りＣＬ

アクリル樹脂エナメル塗りＡＥ

つや有合成樹脂エマルションペイント塗りＥＰ－Ｇ

合成樹脂エマルションペイント塗りＥＰ

ＤＰ 耐候性塗料塗り

ウレタン樹脂ワニス塗りＵＣ

オイルステイン塗りＯＳ

合成樹脂調合ペイント塗りＳＯＰ

アクリル樹脂系非水分散形塗料塗りＮＡＤ

ラッカーエナメル塗りＬＥ

木材保護塗料塗りＷＰ

ＧＢ－ＮＣ（ＮＴ）

ＬＧＳ

ロックウール化粧吸音板　凹凸模様ＤＲ（凹凸）

けい酸カルシウム板（タイプ２）ケイカル板

ロックウール化粧吸音板　トラバーチン模様ＤＲ

ＤＲ（凹凸） ロックウール化粧吸音板　凹凸模様

ロックウール化粧吸音板　軒天井用：トラバーチン模様ＤＲ（軒天）

ロックウール化粧吸音板　軒天井用：凹凸模様ＤＲ（軒天凹凸）

押出法ポリスチレンフォーム保温材ＰＦ板

木質系セメント板木毛板

テラゾーブロックＴＢ

外装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材外装薄塗材（Ｅ）

Ｃ（Ｂ） コンクリート打放し（Ｂ）

Ｃ（Ｃ） コンクリート打放し（Ｃ）

モルタルＭ

軽量骨材仕上塗材軽量吹付

・　ＥＸＰ．Ｊ金物

・　屋上換気塔

・　屋上点検口

・　トップライト

　　テレビアンテナ基礎

・　ク－リングタワ－基礎

・　ル－フドレイン

・　くつふきマット

・　屋上管類貫通部

・　タラップ

・　屋上点検口

・　と　い

・　煙　突

・　手すり

・　旗　竿

・　５－２１－２　　　・　図　示

・　５－３３－１

・　図　示

・　図　示

・　既製品

・　ステンレス（図示）

・　スチ－ル　（図示）

・　図　示

・　５－３２－１　

・　アルミ　　（図示）

・　図示

・　５－３１，３２，３３　

・　８－２１－１，２，３

・　８－３１－１，２，３

・　足洗い場

・　合成木材製蓋

・　角落し

・　ステンレス製蓋

・　丸環 ・　図示　　　

・　室外機基礎

・　マンホール蓋

・　図示

・　図示

・　図示

・　図示

・　図示

・　落し込み式取手 ・　図示

・　足掛金物

・　文字板

・　郵便受

・　電気用ハンドホ－ル蓋

・　目　地

・　グレ－チング

・　庁名板

　　（バンドレスタイプ）

・　φ１００（ステンレス製）・　たてどい

・　図　示

・　図　示

・　図　示

・　図　示

・　図示

・　図　示　・　２－０２－９，１０

・　図示・　５－２１－１

・　５－２２－１　・　図示

・　５－２２－２　・　５－２２－３

・　５－２２－２

・　図示

・　流し台

・　フード

・　コンロ台

・　流し上部水切り

・　脱衣箱

・　天井点検口

・　床点検口

・　便所へだて

・　トラフ

・　肢体不自由者便所

・　つり戸だな

・　水切りだな

・　便所手すり

・　くつふきマット

・　フック

・　グレーチング受枠

・　浴室まわり

・　タラップ

・　足掛金物

・　３－４２－２

・　既設品　　　　　　・　６－２２－１

・　６－３２－１

・　図示

・　図示

・　図示

・　図示

・　図示

・　図示

・　１－２１－

・　図示

・　６－３１－　　　

・　図示

・　８－２１－２

・　８－３１－１

・　図示

・　６－２２－５,６

・　６－２３－１，２，３，４

・　既製品

・　カーテンボックス

・　下足箱

・　ブラインドボックス

・　屋内掲示板

・　断熱材打込み

・　階段手すり

・　手すり

・　マンホール蓋

・　ピクトグラフ

・　庁舎案内板，各階案内板

・　搬入口

・　押　入

・　室名札

・　クレンガーダー

・　ホイストレール

・　鋼　製　　　　・　３－３１－１，２

・　既製品

・　アルミ

・　図　示

・　７－０１－１　　　・　７－０１－２

・　図　示

・　６－４６－１

・　図示

・　アルミ

・　アルミ製　　　・　図示

・　７－１２－６

・　図　示（溶融亜鉛メッキ）

・　図　示（溶融亜鉛メッキ）

・　図　示（土木工事）

　　　　　　　　　・　３－３２－５,６,７

・　８－４３－１

・　８－４４－１

・　８－４１－１

　　　官庁営繕部監修）を示す。

４．　付属物のうち、室名札、床点検口、掲示板、

７．　内壁の見え掛りとなるＰＦ板打込み部分は、

６．　ＰＦ板、木毛板等打込み箇所は、別図による。

３．　特記以外の木、鉄部の塗装はＳＯＰとする。但し、和室回りは除く。

１１．　打放し仕上げの出隅部分は、面取りを行う。

　　　る。

案内板、ピクトグラフ、階数表示板等は、平面図によ

　　　よる。

５．　付属物のうち、カーテンボックス、ブラインドボックス、ブラインド、天井点検口等は天井伏図に

　　　、その部屋の壁面と同様とする。

ＧＢ厚１２．５直張り（継目処理工法）とし、塗装は

８．　壁のボード張りは水平方向には原則として継手は設けない。

　　　回り縁は、アルミ製、天井付き目地とする。

９．　天井仕上ボード張りのうち、ＧＢ－ＮＣ（ＮＴ）及びＤＲ（下地ＧＢ共）は突付け張りとし、天井

１０．　直接地業工事に接する内部床のコンクリート下地には、防湿層としてポリエチレンフィルム厚０．

　　　１５の敷込みを行う。ただし、床仕上げがビニル床タイル、ビニル床シート及び合成樹脂塗床、

　　　床用塗料の場合とする。

アスベスト含有建材レベル３を示す。

ｂ

ｂ



縮　尺縮　尺

図面名

施工地名

工事名

工事番号

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

公セ補

上越市大字藤野新田

図面番号

－

平面図

下水道センター

第5-機高-5号 A2- 2

耐水化対策(建築)工事

汚泥濃縮槽　階段室　耐水化改修

5,500

9,
00

0

4,
00
0

5,
00
0

9,
00

0

4,
00
0

5,
00

0

5,500

9,
00

0

4,
00
0

5,
00
0

9,
00

0

4,
00
0

5,
00

0

防水板　設置1F 階段室防水板　設置1F 階段室 床コンクリート新設部　目荒し

防水板　新設
ＲＣ袖壁　新設

床コンクリート　新設
ステンレスノンスリップ　新設

外壁 ダクト部　耐水化 外壁仕上　撤去 外壁 ダクト部　耐水化 ステンレスダクトカバー　新設

上部ホイストレール 上部ホイストレール

階段室

下部管廊

階段室

下部管廊

汚泥スクリーン室汚泥スクリーン室

一階　平面図　１／１００

屋根伏図　　１／１００

一階　平面図　１／１００

屋根伏図　　１／１００

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

+5.300+5.300

+5.300 +5.300

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

１ ２

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

１ ２

1-1

Ｎ

Ｎ

1-11-1

Ｏ

1-1

Ｏ

Ｏ

1-2 1-2

Ｎ

1-2

Ｎ

1-2

Ｏ

Ｎ Ｎ

改修内容 撤去概要改修箇所

改修内容一覧表

凡　例 改修内容改修箇所

改修内容一覧表

凡　例 新設概要

改　修　前 改　修　後



縮　尺縮　尺

図面名

施工地名

工事名

工事番号

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

公セ補

上越市大字藤野新田

図面番号

－

立面図

下水道センター

第5-機高-5号 A2- 3

耐水化対策(建築)工事

汚泥濃縮槽　階段室　耐水化改修

5,500 5,0004,000 5,500 5,000 4,000

4,
55

0

3,
60

0
65
0

60
0

30
0

30
0

6,
35

0

30
0

2,
40
0

3,
00

0
65

0

5,500 5,0004,000 5,500 5,000 4,000

4,
55
0

3,
60
0

65
0

60
0

30
0

30
0

6,
35
0

30
0

2,
40
0

3,
00
0

65
0

外壁 ダクト部　耐水化 外壁仕上　撤去

外壁 ダクト部　耐水化 ステンレスダクトカバー　新設

東　立面図　１／１００ 北　立面図　１／１００ 西　立面図　１／１００ 南　立面図　１／１００

東　立面図　１／１００ 北　立面図　１／１００ 西　立面図　１／１００ 南　立面図　１／１００

１ ２ Ａ Ｂ Ｃ １２ ＡＢＣ

１ ２ Ａ Ｂ Ｃ １２ ＡＢＣ

Ｏ

1-2

1-2

Ｎ

1-2

Ｎ

1-2

Ｏ

浸水位 =
TP +  5.500

 RSL  =
TP + 17.400

 Par  =
TP + 18.100

TP +  7.700

 RSL  =
TP + 10.700

 Par  =
TP + 11.350

  GL  =
TP +  5.000

 1FL  =
TP +  5.300

  GL  =
TP +  5.000

 1FL  =
TP +  5.300

浸水位 =
TP +  5.500

 RSL  =
TP + 17.400

 Par  =
TP + 18.100

TP +  7.700

 RSL  =
TP + 10.700

 Par  =
TP + 11.350

  GL  =
TP +  5.000

 1FL  =
TP +  5.300

  GL  =
TP +  5.000

 1FL  =
TP +  5.300

改修内容 撤去概要改修箇所

改修内容一覧表

凡　例

改修内容改修箇所

改修内容一覧表

凡　例 新設概要

改　修　前

改　修　後



縮　尺縮　尺

図面名

施工地名

工事名

工事番号

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

公セ補

上越市大字藤野新田

図面番号

－

断面図・仮設図

下水道センター

第5-機高-5号 A2- 4

耐水化対策(建築)工事

汚泥濃縮槽　階段室　耐水化改修

凡　例

注　記

・足場の存置日数は、３０日とする。

4,000 5,000

5,
50

0
4,
55

0

5,
80

0
3,

60
0

65
0

60
0

30
0

30
0

6,
35

0

30
0

2,
40
0

3,
00

0
65

0

30
0

4,000 5,000

5,
50

0
4,
55

0

5,
80

0
3,

60
0

65
0

60
0

30
0

30
0

6,
35

0

30
0

2,
40
0

3,
00

0
65

0

30
0

5,500

9,
00
0

4,
00
0

5,
00
0

1,
10
0

2,790 1,500 1,290

防水板　設置1F 階段室 床コンクリート新設部　目荒し 防水板　設置1F 階段室

防水板　新設
ＲＣ袖壁　新設

床コンクリート　新設
ステンレスノンスリップ　新設

仮設間仕切Ｃ種
L=2790H=3500

仮設間仕切Ｃ種
L=1290H=4900

仮設間仕切Ｃ種
L=1500H=3500～4900

汚泥スクリーン室

階段室

管廊

仮設図

汚泥スクリーン室

階段室

20
0

20
0

Ａ－Ａ　断面図　１／１００ Ａ－Ａ　断面図　１／１００

一階　平面図　１／１００

Ａ

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ

1-1

Ｎ

1-1

1-1

Ｏ

1-1

Ｎ

Ａ

Ｂ

Ｃ

１ ２

浸水位 =
TP +  5.500

TP +  7.700
 RSL  =
TP + 17.400

 Par  =
TP + 18.100

 RSL  =
TP + 10.700

 Par  =
TP + 11.350

  GL  =
TP +  5.000

 1FL  =
TP +  5.300

TP -  0.500

  GL  =
TP +  5.000

 1FL  =
TP +  5.300

TP -  0.500

浸水位 =
TP +  5.500

TP +  7.700
 RSL  =
TP + 17.400

 Par  =
TP + 18.100

 RSL  =
TP + 10.700

 Par  =
TP + 11.350

  GL  =
TP +  5.000

 1FL  =
TP +  5.300

TP -  0.500

  GL  =
TP +  5.000

 1FL  =
TP +  5.300

TP -  0.500

Ｎ

改修内容 撤去概要改修箇所

改修内容一覧表

凡　例 改修内容改修箇所

改修内容一覧表

凡　例 新設概要

仮設間仕切Ｃ種　（単管足場＋壁養生シート）

工事用動線

管理用動線

床養生ブルーシート敷

・仮設計画については、参考とする。

・仮設間仕切り・足場等は、現場にて監督員と調整のこと。

内部養生シートは　防炎Ⅱ類とする。

改　修　前 改　修　後

改　修　前

Ｏ



縮　尺縮　尺

図面名

施工地名

工事名

工事番号

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

公セ補

上越市大字藤野新田

図面番号

部分詳細図

1/50

下水道センター

第5-機高-5号 A2- 5

耐水化対策(建築)工事

汚泥濃縮槽　階段室　耐水化改修

ＮＯ

ＮＯ
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11
0

73
0
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64
0
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0

10

53
0
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0

200

100

200

100

10
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0

30

180

20

14
5

15
5

10
0 10

35

165 165 100100

14
5

10
0

35

85 1,965

35180

185

35

35180

1,96585185

10
0

10
0

10
0

防水板設置防水板設置防水板設置 防水板設置

防水板設置

防水板設置 防水板設置

防水板設置

ステンレスカバー［新設］ ステンレスカバー［新設］ステンレスカバー［新設］ ステンレスカバー［新設］

ステンレスカバー［新設］ステンレスカバー［新設］

１／５０ １／５０１Ｆ　　階段室　防水板設置　改修後　部分詳細図１Ｆ　　階段室　防水板設置　改修前　部分詳細図

１／５０ １／５０外部　ステンレスダクトカバー　改修後　部分詳細図外部　ステンレスダクトカバー　改修前　部分詳細図

改修前　Ｂ－Ｂ　断面図　１／５０ 改修前　Ａ－Ａ　断面図　１／５０ 改修前　Ｃ－Ｃ　断面図　１／５０

改修前　平面図　１／５０

改修後　Ｃ－Ｃ　断面図　１／５０改修後　Ａ－Ａ　断面図　１／５０改修後　Ｂ－Ｂ　断面図　１／５０

改修後　平面図　１／５０

改修後　立面図　１／５０改修後　　断面図　１／５０

１ １１ １

１１

１
１

１
１

１
１

１
２

１
２

１
２

１
１

１
２

３３

３

３３

３

ＡＡ

Ｂ Ｃ

Ｂ Ｃ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ａ Ａ

２

２

２

２

１Ａ Ａ１Ａ Ａ

  GL  =
TP +  5.000

浸水位 =
TP +  5.500

防水板天

 1FL  =
TP +  5.300

  GL  =
TP +  5.000

浸水位 =
TP +  5.500

防水板天

 1FL  =
TP +  5.300

  GL  =
TP +  5.000

浸水位 =
TP +  5.500 1FL  =

TP +  5.300

  GL  =
TP +  5.000

浸水位 =
TP +  5.500 1FL  =

TP +  5.300

凡　例

仕上等　新設部分を示す。

コンクリート　新設部分を示す。

凡　例

仕上等　新設部分を示す。

凡　例

仕上等　撤去部分を示す。

凡　例

仕上等　撤去部分を示す。

改修後　平面図　１／５０

改修前　　断面図　１／５０ 改修前　立面図　１／５０

改修前　平面図　１／５０



縮　尺縮　尺

図面名

施工地名

工事名

工事番号

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

公セ補

上越市大字藤野新田

図面番号

1/10

雑詳細図（１）

下水道センター

第5-機高-5号 A2- 6

耐水化対策(建築)工事

汚泥濃縮槽　階段室　耐水化改修
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1,96585
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1,965 35

2871108070287

100157100
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18

0
30

20
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37
25

0
22

0
30
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17
20

185 180

20

30

20
50

20

20

250 37

140

157 10070 100

70 30

50

20

50

20

58
0

80
50

0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

20 20

10
0

10
0

20

17

2063

モルタル※

モルタル※

モルタル※ モルタル※

モルタル※

モルタル※

巾木：モルタル※

巾木：モルタル※

巾木：モルタル※

巾木：モルタル※巾木：モルタル※

１／１０

改修前

１Ｆ階段室　防水板設置　廻り　詳細図（１）

１通芯 Ａ通芯Ａ通芯
Ａ
通
芯

Ｂ－Ｂ　断面図 Ｃ－Ｃ　断面図Ａ－Ａ　断面図

平面図

Ａ Ａ

Ｂ

Ｂ
Ｃ

Ｃ

  GL  =
TP +  5.000

 1FL  =
TP +  5.300

浸水位 =
TP +  5.500

防水板天

本図は　参考図とし、施工図にて確認上決定の事。

注　記 ※印は、撤去部分を示す。

　　　　印は、撤去部分を示す。

　印は、カッター入れを示す。

仕上は　仕上表による。

モルタル・コンクリート撤去部は
　　　　　カッター入れの上撤去の事。



縮　尺縮　尺

図面名

施工地名

工事名

工事番号

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

公セ補

上越市大字藤野新田

図面番号

1/10

雑詳細図（２）

下水道センター

第5-機高-5号 A2- 7

耐水化対策(建築)工事

汚泥濃縮槽　階段室　耐水化改修
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２

2502,100
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2,000 50 250

60 25
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25 60

1,96585
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37
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0
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0
30
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17
20

185 180

20

30

20
50

20

20

20

50

50
0

80

10
0

270

20

20

50 80

防水板下枠☆

防水モルタル

防水板側枠☆

ステンレス　　
　ノンスリップ

防水板側枠☆

ステンレス　　
　ノンスリップ

防水モルタル

防水板下枠☆

防水板側枠☆ シーリング25×15シーリング25×15

シーリング25×15シーリング25×15

防水板側枠☆
防水板側枠☆

ステンレスノンスリップ

ステンレスノンスリップ 防水板☆

防水板☆

モルタル直均し
モルタル直均し

モルタル直均し

防水板側枠☆

モルタル直均し

モルタル直均し

１／１０

１通芯

改修後

Ａ通芯Ａ通芯
Ａ
通
芯

Ｂ－Ｂ　断面図 Ｃ－Ｃ　断面図Ａ－Ａ　断面図

平面図

１Ｆ階段室　防水板設置　廻り　詳細図（２）

Ａ Ａ

Ｂ

Ｂ
Ｃ

Ｃ

  GL  =
TP +  5.000

 1FL  =
TP +  5.300

浸水位 =
TP +  5.500

防水板天

本図は　参考図とし、施工図にて確認上決定の事。

注　記 表記部分は、新設部分を示す。 　　　　印は、新設部分を示す。

仕上は　仕上表による。

防水板は、(株)日本アルミ　脱着式防水板同等品とする。

新設部コンクリート部仕上　床面：コンクリート直均し（ａ）、立上り：コンクリート打放し（Ｂ）

防水板下枠には、ステンレス蓋付とする。

新設防水板袖壁コンクリート部仕上　天端：コンクリート直均し（ａ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　側面：コンクリート打放し（Ｂ）。

既設コンクリートとの接触面は目荒しを行う事。
新設鉄筋コンクリート部

コンクリート新設部の　アンカー・配筋は　構造図による。

　　　　印は、新設鉄筋コンクリートを示す。

☆

☆

☆ ☆

☆

☆

☆印は、防水板工事を示す。



縮　尺縮　尺

図面名

施工地名

工事名

工事番号

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

公セ補

上越市大字藤野新田

図面番号

1/10

雑詳細図（３）

下水道センター

第5-機高-5号 A2- 8

耐水化対策(建築)工事

汚泥濃縮槽　階段室　耐水化改修
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樹脂アンカーM10

樹脂アンカーM10

樹脂アンカーM10

PL-9

L-40×40×5

外壁仕上

外壁仕上 外壁仕上

PL-9

樹脂アンカーM10

L-40×40×5

シーリング23×15

シーリング23×15

シーリング6×6

外壁仕上

L-40×40×5

PL-9

シーリング23×15

ネオプレンゴムｔ＝3

均しモルタルｔ＝20シーリング10×10 シーリング10×10

シーリング10×10

均しモルタルｔ＝20

外壁仕上※

モルタルｔ＝20

ネオプレンゴムｔ＝3※

PL-3※

モルタルｔ＝20

ネオプレンゴムｔ＝3

PL-3
外壁仕上※

PL-3※

アンカーφ6

アンカーφ6※

アンカーφ6×7※

PL-3

シーリング6×6※

アンカーφ6×3

ステンレスダクト

ステンレスダクト

ステンレスダクト

ステンレスダクト

ネオプレンゴムｔ＝3※

シーリング6×6※

アンカーφ6※

PL-3※

１／１０外部　ステンレスダクトカバー改修廻り　詳細図

改修後改修前

２
通
芯

２通芯

平面図

断面図 立面図

２
通
芯

２通芯

平面図

断面図 立面図

  GL  =
TP +  5.000

浸水位 =
TP +  5.500

 1FL  =
TP +  5.300

  GL  =
TP +  5.000

浸水位 =
TP +  5.500

 1FL  =
TP +  5.300

本図は　参考図とし、施工図にて確認上決定の事。

注　記 ※印は、撤去部分を示す。

仕上は　仕上表による。

本図は　参考図とし、施工図にて確認上決定の事。

注　記 表記部分は、新設部分を示す。 　　　　印は、新設部分を示す。

仕上は　仕上表による。

　　　　印は、撤去部分を示す。

鋼材は、ステンレスＳＵＳ３０４・ＨＬ仕上とする。鋼材は、ステンレスＳＵＳ３０４・ＨＬ仕上とする。

シーリング6×6※ シーリング6×6※

外壁仕上※ 外壁仕上※

シーリング6×6 シーリング6×6※



[シングルの場合]

[チドリの場合]

ゲージ（４da以上）

P P

はしあき（5da以上）

へりあき

へりあき

[ダブルの場合]

はしあき（5da以上）

P P

へりあき

へりあき

ゲージ（5.5da以上）

あと施工アンカ－

L

接着剤

既存躯体

アンカ－筋

Ln

接合面

増設補強壁

（1）接着系アンカー

da

L  ： コンクリ－トの穿孔深さ、または接着系アンカ－の埋め込み長さ

Le

Da

Le ： アンカ-の有効埋め込み長さ

Ld ： アンカ-筋の全長

Ld

Ln ： 有効定着長さ

Da ： 既存コンクリ－ト躯体への穿孔径

da ： アンカ－軸部の直径、アンカ－筋の呼び名

アンカ－関係共通事項

接着系アンカ-の有効 埋め込み長さ

開口補強筋　：　Ｌｅ＝１０ｄａ

一般部　：　Ｌｅ＝７ｄａ

(2) あと施工アンカーの位置と間隔

(ナット付）

(ナットなし）

ナットなし)とし、ナットから ねじ山

ナット付き異形棒鋼(開口補強筋用は

定着長さ

アンカー筋形状

また、先端形状は45ﾟカットとする。

が2山以上でること。

(＝補強筋との継手長さ＋ｸﾘｱﾗﾝｽ)

接着系アンカ-の有効

開口補強筋　：　Ｌｎ＝Ｌ  ＋５ｄａ

一般部　：　Ｌｎ＝２０ｄａ

既存壁等撤去要領図
注記）特記なき壁等の撤去は下図による。

梁

撤去壁-スラブ 取合部

鉄筋切断

無収縮モルタルにて補修

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

無収縮モルタルにて補修

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

鉄筋切断

20

スラブ

20

新設壁部目荒らし

鉄筋切断

目荒らし

鉄筋切断

新設壁厚

梁

新設壁厚

撤去壁-梁 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-梁 取合部（撤去のみの場合）

注記）　　印は、コンクリ－トカッタ－位置を示し、カッタ－深さ30とする。

注記）鉄筋切断部には、錆止め塗装を行う。

注記）鉄筋はつり出しは、特記による。

施工確認試験荷重

アンカー筋呼び名(da)

da

L

接着剤

既存躯体

アンカ－筋

Ln

接合面

増設補強壁

da

Le

Da

da

（確認強度）

アンカーの有効埋込長さ(Le)

１

15
0

15
0

グラウト材

スパイラル型

あと施工アンカ－

新設壁厚

割裂補強筋 目荒し

鉄筋フレア溶接要領

２．鉄筋のフレア溶接の溶接長さは、ビ-ドの始点(La)及び、クレ-タ-(Lb)を除いた部分の

長さとする。但し、La 及び Lbは 2d以上とする。

d d

d/2

La Lb

10d

新設・増設壁上部グラウト要領

1. 特記なき新設・増設壁上部は、グラウトを行う。

新設壁の場合

増設壁厚

グラウト材

増設壁の場合

割裂補強筋

あと施工アンカ－

スパイラル型

目荒し

既存壁

１．特記なき鉄筋のフレア溶接は、下図の片面または両面とする。

La

dd

5d

Lb

片面フレア溶接 両面フレア溶接

アンカ-筋ピッチ標準

P
P

P
P

5d

5d P P P PP

d/2 d/2 d/2

20
0

20
0

50

50

割裂補強筋配筋要領

1. 割裂補強筋は、改修壁の柱・梁に接する面全てに配置する。

壁　厚 スパイラル径 割裂補強筋 備　　　考

2. 割裂補強筋は、スパイラル型とし、ピッチ、スパイラル径は下記による。

PP

da

へりあき (2.5da以上)

(7.5da以上 かつ 30cm以下)

はしあき(5da以上)

(2.5da以上)

(7.5da以上 かつ 30cm以下)

(7.5da以上 かつ 30cm以下)

（原則として、中央に配置する。)

(2.5da以上)

確認強度は、計算で得られた、アンカーの鋼材による引張荷重又はコンクリート

破壊による引張荷重（埋込みピッチ及びへりあきの影響を受ける場合は、低減

した荷重）の小さい方の2/3程度の荷重。

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

無収縮モルタルにて補修

柱

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

直交壁

無収縮モルタルにて補修

撤去壁-直交壁 取合部 撤去壁-柱 取合部（壁を新設する場合）

新
設

壁
厚

柱

鉄筋切断

新設壁部目荒らし

撤去壁-柱 取合部（撤去のみの場合）

20
20

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

鉄筋切断

撤去庇-梁 取合部

無収縮モルタルにて補修20

コンクリ－トカッタ－深さ両面30

開口補強筋を取り付けた後、内型枠に合わせグラウト材を充填する。

大開口部はあと施工アンカ－により、開口補強筋を設ける。

3.小開口部は切断面の補修（錆び止め塗装）を施す。

コンクリ－トカッタ－及び、はつり出し

2.各開口寸法に合わせ、コンクリ－トカッタ－及び、はつり出しにより開口部を開ける。

先導孔（100φ程度）

1.床・壁にコア抜きにより先導孔を開ける。

鉄筋切断部分錆び止め塗装

○小開口部

鉄筋切断

・適用は特記による。

撤去要領 補修要領

注記）　　印は、コンクリ－トカッタ－位置を示し、カッタ－深さ30

150

鉄筋はつり出し

開
口

寸
法

：
H

150

15
0

鉄筋切断

15
0

開
口

寸
法

：
H

150150

目荒し

フ
レ

ア
溶

接

フレア溶接

15
0

11da 15da

グラウト充填

15
0

・適用は特記による。○大開口部

あと施工アンカ－
開口補強筋
（特記による）

（特記による）

補修要領

開
口

寸
法

：
H

開口寸法：W

開
口

寸
法

：
H

開
口

寸
法

：
H

開口寸法：W開口寸法：W

開口寸法：W
開口寸法：W

撤去要領

一
１．参考図書

般

事

項

「２０１７年改訂版　既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震改修設計指針　同解説」
　　日本建築防災協会／国土交通大臣指定耐震改修支援センター

※第３章　補強部材・部位の設計

※第４章　補強工事の施工

新設壁開口配筋要領図 （※註：意匠図による）
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3. 継手は、2巻以上の重ねとする。
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庇

工事番号 図面番号

工事名

施工地名 上越市大字藤野新田

図面名

縮　尺

設計年月日

新 潟 県 上 越 市

縮　尺

改修標準詳細図

-

汚泥濃縮槽　階段室

公セ補

下水道センター
耐水化対策(建築)工事

令和 ７年 ２月 ２８日

S2-01第５機高５号



Ａ Ａ １

Ａ通り１-２間

浸水位=
TP+5.500

1FL=
TP+5.300

GL=
TP+5.000

接着系アンカー

有効埋込長 7d
有効定着長20d

ダブル
D13@200

ダブル
D13@200

2-D13 2-D13

接着系アンカー

D13@200ダブル
有効埋込長 7d
有効定着長20d

接着系アンカー

D13@200ダブル
有効埋込長 7d
有効定着長20d

シアコネクター

D13@200シングル
有効埋込長 7d

シアコネクター

D13@200シングル
有効埋込長 7d

1-D13 1-D13

48
0

290

100 100

80

180

48
0

80

工事番号 図面番号

工事名

施工地名 上越市大字藤野新田

図面名

縮　尺

設計年月日

新 潟 県 上 越 市

縮　尺

構造図

1/20

汚泥濃縮槽　階段室

公セ補

下水道センター
耐水化対策(建築)工事

令和 ７年 ２月 ２８日

S2-02第５機高５号

新設鉄筋コンクリート部の既設コンクリートとの接触面は目荒しを行う事。

D13@200ダブル



縮　尺縮　尺

図面名

施工地名

工事名

工事番号

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

公セ補

上越市大字藤野新田

図面番号

仕上表

－

下水道センター

第5-機高-5号 A3- 1

耐水化対策(建築)工事

砂ろ過棟　耐水化改修

１階

Ｆ

ｆ

鉄骨 押出成型セメント板
外装薄塗材（Ｃ）

鉄骨 押出成型セメント板
外装薄塗材（Ｃ） ｆ

鉄骨 デッキプレート
ＯＰ

鉄骨 デッキプレート
ＯＰ

鉄骨柱
ＯＰ

砂ろ過機室

階段室－２

改修前

改修後

改修前

改修後

Ｃ

1-01-3

1-01-3

Ｃ

Ｃ

Ｃ コンクリート直均し

コンクリート直均し

Ｃ 505 2-02-12モルタル直均しt=20
Ｃ Ｃ（Ｂ）

外装薄塗材（Ｃ） 2-02-7 Ｆ

Ｃ 2-02-7

Ｃ 2-02-7

Ｆ

Ｆ

ｆ

ｆ

鉄骨柱
ＯＰ Ｆ

ｆ

巾木・壁に同じ

巾木・壁に同じ

Ｃ（Ｂ）
外装薄塗材（Ｃ）

Ｃ Ｃ（Ｃ）Ｃ（Ｃ）

Ｃ（Ｃ） Ｃ（Ｃ）

Ｃ

Ｃ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

2-02-7 3-01-11

3-01-11

直　天鉄骨柱
ＯＰ

直　天 Ｆ鉄骨柱
ＯＰ

Ｆ直　天天井に同じ

直　天天井に同じ

ｆ

ｆ

無筋コンクリート直均しｔ＝３００

1-01-3

1-01-3

Ｂ

ｂ

Ｂ

ｂ

ｆ

Ｂ

Ｃ 505 2-02-12モルタル直均しｔ=20

Ｃ 2-02-12モルタル直均しt=20 100

Ｃ 2-02-12モルタル直均しt=20 100

Ｂ Ｃ 2-02-12 Ｆ2950モルタル直均しt=20

【搬入扉側のみ】

Ｃ 2-02-122950モルタル直均しt=20

【搬入扉側のみ】

ｆ ｆ ｂ

ｂ防水板・コンクリート袖壁［新設］

側溝・水勾配モルタル［撤去］ Ｂ

防水板・コンクリート袖壁［新設］
ステンレスノンスリップ［新設］

コンクリート直均し
無筋コンクリート直均しｔ＝３００

ＧＢ－Ｒ

ＧＢ－ＮＣ（Ｎ）

ＧＢ－ＮＣ（ＮＴ）

ＧＢ－Ｄ（Ｗ）

ＤＲ

材 料 名 種別

仕上

下地

下地

天井(m/m)壁(m/m)

１２．５ １２．５

１２．５

９．５

９．５

１２．５ ＮＭ－８６１４

１２ ＮＭ－８５９９

ＮＭ－８６１９

ＮＭ－８６１３
又は同等

材 料 名備  考

壁紙

種別 壁(m/m) 天井(m/m) 備  考

１２ １０ ＮＭ－８５７８

２５ ２５

プラント電気設備工事：＜　　　　　＞ ＰＥ

プラント機械設備工事：＜　　　　　＞ ＰＭ

建築電気設備工事：＜　　　　　＞ ＡＥ

建築機械設備工事：＜　　　　　＞ ＡＭ

土木工事：＜　　　　　＞ Ｃ

の

の

材

料

改

修 仕

後 上

さ

厚

特記なき限り

工

事

区

分

略

号

けい酸カルシウム板（タイプ２）

押出法ポリスチレンフォーム保温材

改

例

修

内

容

凡

改修後改修前

ａ：　仕上新設Ａ：　仕上撤去

ｂ：　図示の仕上新設Ｂ：　図示の仕上撤去

ｃ：　下地共新設Ｃ：　下地共撤去

ｄ：　図示の下地共新設Ｄ：　図示の下地共撤去

ｅ：　図示の塗装塗り替えＥ：　図示の下地調整

ｆ：　既存のままＦ：　既存のまま

凡例

改修対象範囲を示す。

仕　　上　　表

外　部　仕　上　表

改修
内容

改修
内容

改修
内容

改修
内容

改修
内容

改修
内容

改修
内容

改修
内容下地 下地 下地 下地 下地 下地 下地 下地

改修
内容備　　考

庇・フード・バルコニー　軒天パラペット屋　　　根外　　　壁幅　　木　・　腰床

仕　　上 仕　　上 仕　　上 仕　　上 仕　　上 仕　　上 仕　　上 仕　　上

庇・フード・バルコニー　側面庇・フード・バルコニー　天端

梁型仕上 詳細番号 改修
内容仕　　　　　上 詳細番号 改修

内容

天　　　　井
備　　考 改修

内容

内　部　仕　上　表

階 室　　　　名
床 幅　　　　木

下地 詳細番号 改修
内容仕　　　　　上 下地 詳細番号 改修

内容 下地 詳細番号 改修
内容 柱型仕上 詳細番号 改修

内容下地 仕　　　　　上 詳細番号 下地改修
内容

壁腰    壁

仕　　　　　上 高さ 仕　　　　　上 高さ

改修前

改修後

共通事項 外部付属物及び詳細番号 内部付属物及び詳細番号略　　号

１．　外部仕上表及び内、外部付属物の適用分類、詳細番号は、 ・　印のついたものを適用する。

２．　仕上表に記載の詳細番号のうち、(例)１－０２－３は建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房

不燃積層せっこうボード（化粧有り：トラバーチン模様）

Ｃ コンクリート

ＣＢ コンクリートブロック

Ｗ 木造

軽量鉄骨

せっこうボードＧＢ-Ｒ

ＧＢ－ＮＣ（Ｎ） 不燃積層せっこうボード（化粧無し：下地張り用）

シージングせっこうボードＧＢ-Ｓ

合成樹脂エマルション系複層仕上塗材複層塗材（Ｅ）

ポリマーセメント系複層仕上塗材複層塗材（ＣＥ）

反応硬化形合成樹脂エマルション系複層仕上塗材複層塗材（ＲＥ）

けい酸質系複層仕上塗材複層塗材（Ｓｉ）

クリヤラッカー塗りＣＬ

アクリル樹脂エナメル塗りＡＥ

つや有合成樹脂エマルションペイント塗りＥＰ－Ｇ

合成樹脂エマルションペイント塗りＥＰ

ＤＰ 耐候性塗料塗り

ウレタン樹脂ワニス塗りＵＣ

オイルステイン塗りＯＳ

合成樹脂調合ペイント塗りＳＯＰ

アクリル樹脂系非水分散形塗料塗りＮＡＤ

ラッカーエナメル塗りＬＥ

木材保護塗料塗りＷＰ

ＧＢ－ＮＣ（ＮＴ）

ＬＧＳ

ロックウール化粧吸音板　凹凸模様ＤＲ（凹凸）

けい酸カルシウム板（タイプ２）ケイカル板

ロックウール化粧吸音板　トラバーチン模様ＤＲ

ＤＲ（凹凸） ロックウール化粧吸音板　凹凸模様

ロックウール化粧吸音板　軒天井用：トラバーチン模様ＤＲ（軒天）

ロックウール化粧吸音板　軒天井用：凹凸模様ＤＲ（軒天凹凸）

押出法ポリスチレンフォーム保温材ＰＦ板

木質系セメント板木毛板

テラゾーブロックＴＢ

外装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材外装薄塗材（Ｅ）

Ｃ（Ｂ） コンクリート打放し（Ｂ）

Ｃ（Ｃ） コンクリート打放し（Ｃ）

モルタルＭ

軽量骨材仕上塗材軽量吹付

・　ＥＸＰ．Ｊ金物

・　屋上換気塔

・　屋上点検口

・　トップライト

　　テレビアンテナ基礎

・　ク－リングタワ－基礎

・　ル－フドレイン

・　くつふきマット

・　屋上管類貫通部

・　タラップ

・　屋上点検口

・　と　い

・　煙　突

・　手すり

・　旗　竿

・　５－２１－２　　　・　図　示

・　５－３３－１

・　図　示

・　図　示

・　既製品

・　ステンレス（図示）

・　スチ－ル　（図示）

・　図　示

・　５－３２－１　

・　アルミ　　（図示）

・　図示

・　５－３１，３２，３３　

・　８－２１－１，２，３

・　８－３１－１，２，３

・　足洗い場

・　合成木材製蓋

・　角落し

・　ステンレス製蓋

・　丸環 ・　図示　　　

・　室外機基礎

・　マンホール蓋

・　図示

・　図示

・　図示

・　図示

・　図示

・　落し込み式取手 ・　図示

・　足掛金物

・　文字板

・　郵便受

・　電気用ハンドホ－ル蓋

・　目　地

・　グレ－チング

・　庁名板

　　（バンドレスタイプ）

・　φ１００（ステンレス製）・　たてどい

・　図　示

・　図　示

・　図　示

・　図　示

・　図示

・　図　示　・　２－０２－９，１０

・　図示・　５－２１－１

・　５－２２－１　・　図示

・　５－２２－２　・　５－２２－３

・　５－２２－２

・　図示

・　流し台

・　フード

・　コンロ台

・　流し上部水切り

・　脱衣箱

・　天井点検口

・　床点検口

・　便所へだて

・　トラフ

・　肢体不自由者便所

・　つり戸だな

・　水切りだな

・　便所手すり

・　くつふきマット

・　フック

・　グレーチング受枠

・　浴室まわり

・　タラップ

・　足掛金物

・　３－４２－２

・　既設品　　　　　　・　６－２２－１

・　６－３２－１

・　図示

・　図示

・　図示

・　図示

・　図示

・　図示

・　１－２１－

・　図示

・　６－３１－　　　

・　図示

・　８－２１－２

・　８－３１－１

・　図示

・　６－２２－５,６

・　６－２３－１，２，３，４

・　既製品

・　カーテンボックス

・　下足箱

・　ブラインドボックス

・　屋内掲示板

・　断熱材打込み

・　階段手すり

・　手すり

・　マンホール蓋

・　ピクトグラフ

・　庁舎案内板，各階案内板

・　搬入口

・　押　入

・　室名札

・　クレンガーダー

・　ホイストレール

・　鋼　製　　　　・　３－３１－１，２

・　既製品

・　アルミ

・　図　示

・　７－０１－１　　　・　７－０１－２

・　図　示

・　６－４６－１

・　図示

・　アルミ

・　アルミ製　　　・　図示

・　７－１２－６

・　図　示（溶融亜鉛メッキ）

・　図　示（溶融亜鉛メッキ）

・　図　示（土木工事）

　　　　　　　　　・　３－３２－５,６,７

・　８－４３－１

・　８－４４－１

・　８－４１－１

　　　官庁営繕部監修）を示す。

４．　付属物のうち、室名札、床点検口、掲示板、

７．　内壁の見え掛りとなるＰＦ板打込み部分は、

６．　ＰＦ板、木毛板等打込み箇所は、別図による。

３．　特記以外の木、鉄部の塗装はＳＯＰとする。但し、和室回りは除く。

１１．　打放し仕上げの出隅部分は、面取りを行う。

　　　る。

案内板、ピクトグラフ、階数表示板等は、平面図によ

　　　よる。

５．　付属物のうち、カーテンボックス、ブラインドボックス、ブラインド、天井点検口等は天井伏図に

　　　、その部屋の壁面と同様とする。

ＧＢ厚１２．５直張り（継目処理工法）とし、塗装は

８．　壁のボード張りは水平方向には原則として継手は設けない。

　　　回り縁は、アルミ製、天井付き目地とする。

９．　天井仕上ボード張りのうち、ＧＢ－ＮＣ（ＮＴ）及びＤＲ（下地ＧＢ共）は突付け張りとし、天井

１０．　直接地業工事に接する内部床のコンクリート下地には、防湿層としてポリエチレンフィルム厚０．

　　　１５の敷込みを行う。ただし、床仕上げがビニル床タイル、ビニル床シート及び合成樹脂塗床、

　　　床用塗料の場合とする。

アスベスト含有建材レベル３を示す。



縮　尺縮　尺

図面名

施工地名

工事名

工事番号

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

公セ補

上越市大字藤野新田

図面番号

1/100

平面図

下水道センター

第5-機高-5号 A3- 2

耐水化対策(建築)工事

砂ろ過棟　耐水化改修

6,
50

0
1,

00
0

7,
50

0

17,500

13,450 550 3,500

4,500 4,500 4,450

6,
50

0
1,

00
0

7,
50

0

6,
50

0
1,

00
0

7,
50

0

17,500

13,450 550 3,500

4,500 4,500 4,450

6,
50

0
1,

00
0

7,
50

0

1F 砂ろ過機室

1F 階段室－２

防水板　設置

防水板　設置
防水板　新設

床コンクリート　新設

1F 砂ろ過機室

1F 階段室－２

防水板　設置

防水板　設置 床コンクリート新設部　目荒し

床無筋コンクリート　撤去
側溝　撤去

防水板　新設
ＲＣ袖壁　新設

床無筋コンクリート　新設
側溝　新設

上
部
ホ
イ
ス
ト
レ
ー
ル

上
部
ホ
イ
ス
ト
レ
ー
ル

上
部
ホ
イ
ス
ト
レ
ー
ル

上
部
ホ
イ
ス
ト
レ
ー
ル

上
部
ホ
イ
ス
ト
レ
ー
ル

上
部
ホ
イ
ス
ト
レ
ー
ル

耐震補強対策による対応の為　対象外

砂ろ過機室 砂ろ過機室階段室－２ 階段室－２

一階　平面図　１／１００

屋根伏図　　１／１００

一階　平面図　１／１００

屋根伏図　　１／１００

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

+5.300

+5.300

+5.300

+5.300

１

２

３

１

３

ＢＡ Ｃ Ｄ

Ｅ

Ｆ

１

２

３

１

３

１

２

３

１

３

ＢＡ Ｃ Ｄ

Ｅ

Ｆ

１

２

３

１

３

1-1

2-1

Ｏ

Ｏ

1-1

Ｎ

2-1

Ｎ

1-1

Ｎ

2-1

Ｎ

1-1 2-1

Ｏ Ｏ

改修内容改修箇所

改修内容一覧表

凡　例改修内容 撤去概要改修箇所

改修内容一覧表

凡　例 新設概要

改　修　前 改　修　後

Ｎ Ｎ



縮　尺縮　尺

図面名

施工地名

工事名

工事番号

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

公セ補

上越市大字藤野新田

図面番号

1/100

立面図

下水道センター

第5-機高-5号 A3- 3

耐水化対策(建築)工事

砂ろ過棟　耐水化改修

6,500 1,000

8,
43

0
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7,
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0
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0
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0

50
0

20
0

8,
43

0
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0

7,
40

0
73

0

4,
55
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0
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0

20
0

3,500 550 4,450 4,500 4,500

8,
43

0

30
0

7,
40

0
73

0

4,
55

0
2,

85
0

50
0

20
0

8,
43

0

30
0

7,
40

0
73

0

4,
55
0

2,
85
0

50
0

20
0

3,5004,4504,5004,500 550

7,500

３ １２

Ｂ ＡＣＤ

Ｅ

Ｆ

３１

ＢＡ Ｃ Ｄ

Ｅ

Ｆ

  GL  =
TP +  5.000

 Par  =
TP + 13.430

水下鉄骨上端 =
TP + 12.700

 1FL  =
TP +  5.300

浸水位 =
TP +  5.500

  GL  =
TP +  5.000

 Par  =
TP + 13.430

水下鉄骨上端 =
TP + 12.700

 1FL  =
TP +  5.300

浸水位 =
TP +  5.500

  GL  =
TP +  5.000

 Par  =
TP + 13.430

水下鉄骨上端 =
TP + 12.700

 1FL  =
TP +  5.300

浸水位 =
TP +  5.500

  GL  =
TP +  5.000

 Par  =
TP + 13.430

水下鉄骨上端 =
TP + 12.700

 1FL  =
TP +  5.300

浸水位 =
TP +  5.500

改　修　前（改修無し）

西　立面図　１／１００ 東　立面図　１／１００

北　立面図　１／１００ 南　立面図　１／１００



縮　尺縮　尺

図面名

施工地名

工事名

工事番号

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

公セ補

上越市大字藤野新田

図面番号

1/100

断面図

下水道センター

第5-機高-5号 A3- 4

耐水化対策(建築)工事

砂ろ過棟　耐水化改修

7,500

70
0

4,
80

0
70

0
8,

43
0

30
0

7,
40

0
73

0

4,
55

0
2,
85

0

50
0

20
0

7,500

70
0

4,
80

0
70

0
8,

43
0

30
0

7,
40

0
73

0

4,
55

0
2,
85

0

50
0

20
0

1F 砂ろ過機室 防水板　設置1F 砂ろ過機室 防水板　設置
床無筋コンクリート　撤去

側溝　撤去

防水板　新設
ＲＣ袖壁　新設

床無筋コンクリート　新設
側溝　新設

砂ろ過機室

管廊

砂ろ過機室

管廊

Ａ－Ａ　断面図　１／１００ Ａ－Ａ　断面図　１／１００

３ １ ３ １

1-1

Ｏ

1-1

Ｎ

1-1

Ｎ

1-1

Ｏ

  GL  =
TP +  5.000

 Par  =
TP + 13.430

水下鉄骨上端 =
TP + 12.700

TP -  0.500

 1FL  =
TP +  5.300

浸水位 =
TP +  5.500

  GL  =
TP +  5.000

 Par  =
TP + 13.430

水下鉄骨上端 =
TP + 12.700

TP -  0.500

 1FL  =
TP +  5.300

浸水位 =
TP +  5.500

改修内容改修箇所

改修内容一覧表

凡　例改修内容 撤去概要改修箇所

改修内容一覧表

凡　例 新設概要

改　修　前 改　修　後



縮　尺縮　尺

図面名

施工地名

工事名

工事番号

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

公セ補

上越市大字藤野新田

図面番号

1/50

部分詳細図（１）

下水道センター

第5-機高-5号 A3- 5

耐水化対策(建築)工事

砂ろ過棟　耐水化改修

ＮＯ

1-1 1-1
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30
0

20
010
0

4,500 4,500

812.5 2,875 812.5 812.5 2,875 812.5

125 125
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0

30
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4,500 4,500

812.5 2,875 812.5 812.5 2,875 812.5

30

20
0

85
0

30

20
0

85
0

300

200

4,000300

200

4,000

30

200 8501,080 300300

1,422.5

47.5

765

1,422.5

47.5

7652,970

1,422.5

47.5

765

1,422.5

47.5

7652,970

265

30

4,2054,235 265

73
0

35
0

53
0

20
0

20
0

50
0

35
0

50
0

35
0

1,
08
0

500 350530

200

350

4,200 4,235 265

137.5

180

20

475

137.5

180

20

475 475

20

180

137.5 137.5

180

20

475

22
0

80

22
0

80

防水板設置防水板設置

防水板設置防水板設置

防水板設置防水板設置

１／５０１／５０１Ｆ　　砂ろ過機室　防水板設置　改修前　部分詳細図 １Ｆ　　砂ろ過機室　防水板設置　改修後　部分詳細図

改修前　Ｂ－Ｂ　断面図　１／５０改修前　Ａ－Ａ　断面図　１／５０

改修前　上部平面図　１／５０

改修前　下部平面図　１／５０

改修後　Ｂ－Ｂ　断面図　１／５０改修後　Ａ－Ａ　断面図　１／５０

改修後　上部平面図　１／５０

改修後　下部平面図　１／５０

１
１

１
１

１
１

１
２

２
１

２
１

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

ＡＡ

ＡＡ
Ａ

Ａ Ａ

Ａ
１

１

１Ａ Ｂ Ｃ

１

１

１Ａ Ｂ Ｃ

  GL  =
TP +  5.000

 1FL  =
TP +  5.300

浸水位 =
TP +  5.500

防水板天

  GL  =
TP +  5.000

 1FL  =
TP +  5.300

浸水位 =
TP +  5.500

防水板天

凡　例

仕上等　撤去部分を示す。

凡　例

仕上等　新設部分を示す。

コンクリート　新設部分を示す。



縮　尺縮　尺

図面名

施工地名

工事名

工事番号

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

公セ補

上越市大字藤野新田

図面番号

1/50

部分詳細図（２）

下水道センター

第5-機高-5号 A3- 6

耐水化対策(建築)工事

砂ろ過棟　耐水化改修

ＮＯ

2-1 2-1

50
0

30
0

20
0

3,500

18
0

80

30
0

10
0

12
0

18
0

34
5

250 3,000 250

85 2,830 85

1,755
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170 170

80 80
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80
30

0

12
0

80
30

0
10
0

12
0

50
0

30
0

20
0

3,500

18
0

250 3,000 250

1,790 1,370

130

43
7

92

10
0

防水板設置防水板設置 防水板設置

防水板設置

防水板設置防水板設置 防水板設置

防水板設置

１／５０１／５０１Ｆ　　階段室－２　防水板設置　改修前　部分詳細図 １Ｆ　　階段室－２　防水板設置　改修後　部分詳細図

４
１

４
１

４
１

４
１

１
３

１
３

１
３

１
３

改修後　Ａ－Ａ　断面図　１／５０改修後　Ｂ－Ｂ　断面図　１／５０ 改修後　Ｃ－Ｃ　断面図　１／５０

改修後　平面図　１／５０

改修前　Ａ－Ａ　断面図　１／５０改修前　Ｂ－Ｂ　断面図　１／５０ 改修前　Ｃ－Ｃ　断面図　１／５０

改修前　平面図　１／５０

Ｂ ＣＢ Ｃ

Ｂ ＣＢ Ｃ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｅ Ｆ１ １

１

Ｅ Ｆ１ １

１

  GL  =
TP +  5.000

浸水位 =
TP +  5.500

防水板天

 1FL  =
TP +  5.300

  GL  =
TP +  5.000

浸水位 =
TP +  5.500

防水板天

 1FL  =
TP +  5.300

凡　例

仕上等　撤去部分を示す。

凡　例

仕上等　新設部分を示す。

コンクリート　新設部分を示す。



縮　尺縮　尺

図面名

施工地名

工事名

工事番号

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

公セ補

上越市大字藤野新田

図面番号

1/10

雑詳細図（１）

下水道センター

第5-機高-5号 A3- 7

耐水化対策(建築)工事

砂ろ過棟　耐水化改修
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１
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0
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125125125 125

20
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30
0
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0

30
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23
0
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0

212.5 125 212.5125 212.5 125 125 212.5

312.5

1,080

730

530 200

230 500

137.5 137.5137.5137.5

無筋コンクリート※

側溝※
水勾配モルタル※

側溝※
水勾配モルタル※

側溝※
水勾配モルタル※

仮壁 仮壁

仮壁柱：
H-125×125×6.5×9

仮壁柱：
H-125×125×6.5×9

仮壁 仮壁

仮壁柱：
H-125×125×6.5×9

仮壁柱：
H-125×125×6.5×9

モルタル※ モルタル※ モルタル※ モルタル※

モルタル※ モルタル※ モルタル※ モルタル※

１／１０

Ａ通芯 １通芯
１
通
芯

Ｂ通芯 Ｃ通芯

上部　平面図

Ａ－Ａ　断面図

Ｂ－Ｂ　断面図

１
通

芯

下部　平面図

 １Ｆ　砂ろ過機室　防水板設置廻り　詳細図（１）

Ｂ

ＡＡ

Ｂ

  GL  =
TP +  5.000

 1FL  =
TP +  5.300

浸水位 =
TP +  5.500

防水板天

本図は　参考図とし、施工図にて確認上決定の事。

注　記 ※印は、撤去部分を示す。

仕上は　仕上表による。

　印は、カッター入れを示す。

　　　　印は、撤去部分を示す。

モルタル・コンクリート撤去部は
　　　　　カッター入れの上撤去の事。

195 180 137.5 180 495 495 180 137.5137.5

11.76

180 200 30137.5

改修前

　　　　印は、鉄筋コンクリートを示す。

　　　　印は、無筋コンクリートを示す。

4,5004,500

2,875 2,875

4,000



縮　尺縮　尺

図面名

施工地名

工事名

工事番号

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

公セ補

上越市大字藤野新田

図面番号

雑詳細図（２）

1/10

下水道センター

第5-機高-5号 A3- 8

耐水化対策(建築)工事

砂ろ過棟　耐水化改修
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防水板側枠☆

シーリング10×10

シーリング10×10

防水板下枠☆

防水モルタル詰

水勾配モルタル

モルタル直均し水勾配モルタル

防水モルタル直均し

防水板側枠☆ 防水板側枠☆ 防水板側枠☆
防水板中柱☆

防水板☆
防水板☆

防水板側枠☆ 防水板側枠☆防水板中柱☆

防水板☆

防水板側枠☆

防水板側枠☆

防水板☆

防水板側枠☆

シーリング
10×10

シーリング
25×15

無筋コンクリート
無筋コンクリート

防水モルタル詰防水モルタル詰防水モルタル詰防水モルタル詰

シーリング
30×15

シーリング10×10シーリング10×10

シーリング30×15
シーリング30×15

シーリング25×15シーリング25×15

モルタル直均しモルタル直均しモルタル直均し

側溝側溝側溝側溝

水勾配モルタル水勾配モルタル水勾配モルタル

１／１０

改修後

Ａ通芯 １通芯
１
通
芯

Ｂ通芯 Ｃ通芯

上部　平面図

Ａ－Ａ　断面図

Ｂ－Ｂ　断面図

１
通

芯

下部　平面図

 １Ｆ　砂ろ過機室　防水板設置廻り　詳細図（２）

Ｂ

ＡＡ

Ｂ

  GL  =
TP +  5.000

 1FL  =
TP +  5.300

浸水位 =
TP +  5.500

防水板天

防水板下枠には、ステンレス蓋付とする。

注　記 表記部分は、新設部分を示す。

　　　　印は、新設部分を示す。

仕上は　仕上表による。

☆印は　防水板工事を示す。

本図は　参考図とし、施工図にて確認上決定の事。

防水板は、(株)日本アルミ　脱着式防水板同等品とする。

コンクリート新設部の
アンカー・配筋は　構造図による。

新設防水板袖壁コンクリート部
仕上　天端：コンクリート直均し
　　　側面：コンクリート打放し。

新設鉄筋コンクリート部　既設コンクリートとの接触面は目荒しを行う事。

　　　　印は、新設鉄筋コンクリートを示す。

　　　　印は、無筋コンクリートを示す。

4,500 4,500

1,375 1,375

2,875

2,970

4,000

2,875

2,970

4,205

☆

☆

☆☆

☆

☆ ☆

☆

☆

☆

☆

☆



縮　尺縮　尺

図面名

施工地名

工事名

工事番号

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

公セ補

上越市大字藤野新田

図面番号

1/10

雑詳細図（３）

下水道センター

第5-機高-5号 A3- 9

耐水化対策(建築)工事

砂ろ過棟　耐水化改修

１

３

50
0

30
0
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0

80
30
0
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0
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0

3,500

559009055 1,900

30 10 80 30

250 3,000 250

170 80 1,710 1,290 80 170

125

25 60

40
0

345

100 157 88

100 40 120

95 250 100

15788

10040120

250100

437

192

187

10
0

10
0

10
0

10
0

245 55 157

75 20 250

20

65

1,0351,840

2020
75

20

25
0

22
0

30

16
7

20

25
0

22
0

巾木：モルタル※
巾木：モルタル※ 巾木：モルタル※ 巾木：モルタル※

巾木：モルタル※
巾木：モルタル※

１／１０

Ｅ通芯 Ｆ通芯 １通芯１通芯
１
通
芯

改修前

Ｂ－Ｂ　断面図 Ｃ－Ｃ　断面図Ａ－Ａ　断面図

平面図

１Ｆ階段室－２　防水板設置　廻り　詳細図（１）

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

  GL  =
TP +  5.000

 1FL  =
TP +  5.300

浸水位 =
TP +  5.500

防水板天

本図は　参考図とし、施工図にて確認上決定の事。

注　記

　印は、カッター入れを示す。

※印は、撤去部分を示す。

仕上は　仕上表による。 　　　　印は、撤去部分を示す。

モルタル・コンクリート撤去部は
　　　　　カッター入れの上撤去の事。

　　　　印は、鉄筋コンクリートを示す。

　　　　印は、無筋コンクリートを示す。



縮　尺縮　尺

図面名

施工地名

工事名

工事番号

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

公セ補

上越市大字藤野新田

図面番号

1/10

雑詳細図（４）

下水道センター

第5-機高-5号 A3-10

耐水化対策(建築)工事

砂ろ過棟　耐水化改修

１

４

50
0

30
0

20
0

80
30
0

18
0
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0

3,500

559009055 1,900

30 10 80 30

60 25

90 90

250 3,000 250
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170 80 1,710 1,290 80 170

85 2,830 85

1,755 125

130

100 30 3025 60

345

100 157 88

25 102 30

15788

2510230

437

192

10
0

15
7

88
10
0

12
0

40

10040120100 40 120

25
10

2
30

19
2

15
7

88

25
10

2
30

10
0

92
50

50

40
0

75

20

25
0

22
0

16
7

20

25
0

22
0

92
34

5

43
7

防水板下枠☆

防水板側枠☆

ステンレス
　ノンスリップ

防水板側枠☆

防水板下枠☆

ステンレス　　
　ノンスリップ

防水板側枠☆防水板側枠☆

防水板中柱☆

防水板☆

防水板☆

シーリング25×15シーリング25×15

ステンレスノンスリップ

ステンレスノンスリップ

ステンレスノンスリップ

防水モルタル防水モルタル

１／１０

Ｅ通芯 Ｆ通芯 １通芯１通芯
１
通
芯

改修後

Ｂ－Ｂ　断面図 Ｃ－Ｃ　断面図Ａ－Ａ　断面図

平面図

１Ｆ階段室－２　防水板設置　廻り　詳細図（２）

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

  GL  =
TP +  5.000

 1FL  =
TP +  5.300

浸水位 =
TP +  5.500

防水板天

本図は　参考図とし、施工図にて確認上決定の事。

注　記 表記部分は、新設部分を示す。 　　　　印は、新設部分を示す。

仕上は　仕上表による。

防水板は、(株)日本アルミ　脱着式防水板同等品とする。

新設部コンクリート部仕上　床面：コンクリート直均し（ａ）、立上り：コンクリート打放し（Ｂ）

床部コンクリート新設部の　アンカー・配筋は　構造図による。

防水板下枠には、ステンレス蓋付とする。

新設鉄筋コンクリート部
既設コンクリートとの接触面は目荒しを行う事。

　　　　印は、新設鉄筋コンクリートを示す。

　　　　印は、無筋コンクリートを示す。

シーリング25×15 シーリング25×15

防水板☆ 防水板☆

防水板中柱☆防水板側枠☆ 防水板側枠☆

80
20

☆

☆ ☆

☆

☆印は　防水板工事を示す。

☆

☆



縮　尺縮　尺

図面名

施工地名

工事名

工事番号

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

公セ補

上越市大字藤野新田

図面番号

1/100

下水道センター

第5-機高-5号

仮設図

A3-11

耐水化対策(建築)工事

砂ろ過棟　耐水化改修

凡　例

注　記

・足場の存置日数は、３０日とする。

17,500

13,450 550 3,500

4,500 4,500 4,450

6,
50

0
1,

00
0

7,
50

0

175 350 4,100 510 3,580

17
5

2,
15

0

1,
87

5
27

5

1,
35

0

1,
55

0

仮設間仕切Ｃ種
L=11850H=7400

仮設間仕切Ｃ種
L=3580H=3450

砂ろ過機室 階段室－２

一階　平面図　１／１００

ＢＡ Ｃ Ｄ

Ｅ

Ｆ

１

３

仮設間仕切Ｃ種　（単管足場＋壁養生シート）

工事用動線

管理用動線

床養生ブルーシート敷

・仮設計画については、参考とする。

・仮設間仕切り・足場等は、現場にて監督員と調整のこと。

内部養生シートは　防炎Ⅱ類とする。

改　修　前

Ｎ



[シングルの場合]

[チドリの場合]

ゲージ（４da以上）

P P

はしあき（5da以上）

へりあき

へりあき

[ダブルの場合]

はしあき（5da以上）

P P

へりあき

へりあき

ゲージ（5.5da以上）

あと施工アンカ－

L

接着剤

既存躯体

アンカ－筋

Ln

接合面

増設補強壁

（1）接着系アンカー

da

L  ： コンクリ－トの穿孔深さ、または接着系アンカ－の埋め込み長さ

Le

Da

Le ： アンカ-の有効埋め込み長さ

Ld ： アンカ-筋の全長

Ld

Ln ： 有効定着長さ

Da ： 既存コンクリ－ト躯体への穿孔径

da ： アンカ－軸部の直径、アンカ－筋の呼び名

アンカ－関係共通事項

接着系アンカ-の有効 埋め込み長さ

開口補強筋　：　Ｌｅ＝１０ｄａ

一般部　：　Ｌｅ＝７ｄａ

(2) あと施工アンカーの位置と間隔

(ナット付）

(ナットなし）

ナットなし)とし、ナットから ねじ山

ナット付き異形棒鋼(開口補強筋用は

定着長さ

アンカー筋形状

また、先端形状は45ﾟカットとする。

が2山以上でること。

(＝補強筋との継手長さ＋ｸﾘｱﾗﾝｽ)

接着系アンカ-の有効

開口補強筋　：　Ｌｎ＝Ｌ  ＋５ｄａ

一般部　：　Ｌｎ＝２０ｄａ

既存壁等撤去要領図
注記）特記なき壁等の撤去は下図による。

梁

撤去壁-スラブ 取合部

鉄筋切断

無収縮モルタルにて補修

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

無収縮モルタルにて補修

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

鉄筋切断

20

スラブ

20

新設壁部目荒らし

鉄筋切断

目荒らし

鉄筋切断

新設壁厚

梁

新設壁厚

撤去壁-梁 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-梁 取合部（撤去のみの場合）

注記）　　印は、コンクリ－トカッタ－位置を示し、カッタ－深さ30とする。

注記）鉄筋切断部には、錆止め塗装を行う。

注記）鉄筋はつり出しは、特記による。

施工確認試験荷重

アンカー筋呼び名(da)

da

L

接着剤

既存躯体

アンカ－筋

Ln

接合面

増設補強壁

da

Le

Da

da

（確認強度）

アンカーの有効埋込長さ(Le)

１

15
0

15
0

グラウト材

スパイラル型

あと施工アンカ－

新設壁厚

割裂補強筋 目荒し

鉄筋フレア溶接要領

２．鉄筋のフレア溶接の溶接長さは、ビ-ドの始点(La)及び、クレ-タ-(Lb)を除いた部分の

長さとする。但し、La 及び Lbは 2d以上とする。

d d

d/2

La Lb

10d

新設・増設壁上部グラウト要領

1. 特記なき新設・増設壁上部は、グラウトを行う。

新設壁の場合

増設壁厚

グラウト材

増設壁の場合

割裂補強筋

あと施工アンカ－

スパイラル型

目荒し

既存壁

１．特記なき鉄筋のフレア溶接は、下図の片面または両面とする。

La

dd

5d

Lb

片面フレア溶接 両面フレア溶接

アンカ-筋ピッチ標準

P
P

P
P

5d

5d P P P PP

d/2 d/2 d/2

20
0

20
0

50

50

割裂補強筋配筋要領

1. 割裂補強筋は、改修壁の柱・梁に接する面全てに配置する。

壁　厚 スパイラル径 割裂補強筋 備　　　考

2. 割裂補強筋は、スパイラル型とし、ピッチ、スパイラル径は下記による。

PP

da

へりあき (2.5da以上)

(7.5da以上 かつ 30cm以下)

はしあき(5da以上)

(2.5da以上)

(7.5da以上 かつ 30cm以下)

(7.5da以上 かつ 30cm以下)

（原則として、中央に配置する。)

(2.5da以上)

確認強度は、計算で得られた、アンカーの鋼材による引張荷重又はコンクリート

破壊による引張荷重（埋込みピッチ及びへりあきの影響を受ける場合は、低減

した荷重）の小さい方の2/3程度の荷重。

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

無収縮モルタルにて補修

柱

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

直交壁

無収縮モルタルにて補修

撤去壁-直交壁 取合部 撤去壁-柱 取合部（壁を新設する場合）

新
設

壁
厚

柱

鉄筋切断

新設壁部目荒らし

撤去壁-柱 取合部（撤去のみの場合）

20
20

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

鉄筋切断

撤去庇-梁 取合部

無収縮モルタルにて補修20

コンクリ－トカッタ－深さ両面30

開口補強筋を取り付けた後、内型枠に合わせグラウト材を充填する。

大開口部はあと施工アンカ－により、開口補強筋を設ける。

3.小開口部は切断面の補修（錆び止め塗装）を施す。

コンクリ－トカッタ－及び、はつり出し

2.各開口寸法に合わせ、コンクリ－トカッタ－及び、はつり出しにより開口部を開ける。

先導孔（100φ程度）

1.床・壁にコア抜きにより先導孔を開ける。

鉄筋切断部分錆び止め塗装

○小開口部

鉄筋切断

・適用は特記による。

撤去要領 補修要領

注記）　　印は、コンクリ－トカッタ－位置を示し、カッタ－深さ30

150

鉄筋はつり出し

開
口

寸
法

：
H

150

15
0

鉄筋切断

15
0

開
口

寸
法

：
H

150150

目荒し

フ
レ

ア
溶

接

フレア溶接

15
0

11da 15da

グラウト充填

15
0

・適用は特記による。○大開口部

あと施工アンカ－
開口補強筋
（特記による）

（特記による）

補修要領

開
口

寸
法

：
H

開口寸法：W

開
口

寸
法

：
H

開
口

寸
法

：
H

開口寸法：W開口寸法：W

開口寸法：W
開口寸法：W

撤去要領

一
１．参考図書

般

事

項

「２０１７年改訂版　既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震改修設計指針　同解説」
　　日本建築防災協会／国土交通大臣指定耐震改修支援センター

※第３章　補強部材・部位の設計

※第４章　補強工事の施工

新設壁開口配筋要領図 （※註：意匠図による）
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工事番号 図面番号

工事名

施工地名 上越市大字藤野新田
砂ろ過棟

図面名

縮　尺

設計年月日

新 潟 県 上 越 市

縮　尺

改修標準詳細図

-

公セ補

下水道センター
耐水化対策(建築)工事

令和 ７年 ２月 ２８日

S3-01第５機高５号



１ １Ｅ Ｆ

Ｂ １ １Ａ

１通りＥ-Ｆ間

１通りＡ-Ｃ間

浸水位=
TP+5.500

1FL=
TP+5.300

GL=
TP+5.000

浸水位=
TP+5.500

1FL=
TP+5.300

GL=
TP+5.000

2-D132-D13

D13@200ダブル
有効埋込長 7d

シアコネクター

D13@200ダブル
有効埋込長 7d

シアコネクター

D13@200ダブル
有効埋込長 7d

シアコネクター

D13@200ダブル
有効埋込長 7d

D13@200シングル
有効埋込長 7d

シアコネクター(t=100) シアコネクター(t=188～)

シングル
D13@200

2-D13

接着系アンカー

ダブル
D13@200

2-D13
ダブル

D13@200

D13@200

接着系アンカー

2-D13

D13@200
ダブル

D13@200 D13@200

接着系アンカー 接着系アンカー

接着系アンカー

D13@200ダブル
有効埋込長 7d
有効定着長20d

D13@200ダブル
有効埋込長 7d
有効定着長20d

D13@200ダブル
有効埋込長 7d
有効定着長20d

D13@200シングル
有効埋込長 7d
有効定着長20d

D13@200ダブル
有効埋込長 7d
有効定着長20d

2-D13

2-D13(t=188)
1-D13(t=155)

シアコネクター

D13@200シングル
有効埋込長 7d

1-D13(t=100)
2-D13(t=188～)2-D131-D13 100 188

80 80
188 192

80

265

180 85

265

85 180

30
0

22
0

80

40
0

70
0

70
0

30
0

22
0

80

500

188 157 155

350

720 130

工事番号 図面番号

工事名

施工地名 上越市大字藤野新田
砂ろ過棟

図面名

縮　尺

設計年月日

新 潟 県 上 越 市

縮　尺

構造図

1/20

公セ補

下水道センター
耐水化対策(建築)工事

令和 ７年 ２月 ２８日

S3-02第５機高５号

新設鉄筋コンクリート部の既設コンクリートとの接触面は目荒しを行う事。

新設鉄筋コンクリート部の既設コンクリートとの接触面は目荒しを行う事。



縮　尺縮　尺

図面名

施工地名

工事名

工事番号

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

公セ補

上越市大字藤野新田

図面番号

仕上表

－

下水道センター

第5-機高-5号 A4- 1

耐水化対策(建築)工事

水処理棟　階段室　耐水化改修

１階 階段室－１

Ｃ 2-02-7

Ｆ

ｆ

巾木・壁に同じ

巾木・壁に同じ

Ｃ Ｃ（Ｃ）Ｃ（Ｃ）

Ｃ（Ｃ） Ｃ（Ｃ）

Ｃ

Ｃ

Ｆ

ｆ

Ｆ

ｆ

2-02-7 3-01-11

3-01-11

Ｆ直　天天井に同じ

直　天天井に同じ ｆ

1-01-3

1-01-3

Ｂ

ｂ

Ｃ 2-02-12モルタル直均しt=20 100

Ｃ 2-02-12モルタル直均しt=20 100

Ｂ Ｃ 2-02-12 Ｆ2950モルタル直均しt=20

【搬入扉側のみ】

Ｃ 2-02-122950モルタル直均しt=20

【搬入扉側のみ】

ｆ ｆ ｂ

改修前

改修後 Ｃ

Ｃ コンクリート直均し

コンクリート直均し 防水板・コンクリート袖壁［新設］
ステンレスノンスリップ［新設］

ＧＢ－Ｒ

ＧＢ－ＮＣ（Ｎ）

ＧＢ－ＮＣ（ＮＴ）

ＧＢ－Ｄ（Ｗ）

ＤＲ

材 料 名 種別

仕上

下地

下地

天井(m/m)壁(m/m)

１２．５ １２．５

１２．５

９．５

９．５

１２．５ ＮＭ－８６１４

１２ ＮＭ－８５９９

ＮＭ－８６１９

ＮＭ－８６１３
又は同等

材 料 名備  考

壁紙

種別 壁(m/m) 天井(m/m) 備  考

１２ １０ ＮＭ－８５７８

２５ ２５

プラント電気設備工事：＜　　　　　＞ ＰＥ

プラント機械設備工事：＜　　　　　＞ ＰＭ

建築電気設備工事：＜　　　　　＞ ＡＥ

建築機械設備工事：＜　　　　　＞ ＡＭ

土木工事：＜　　　　　＞ Ｃ

の

の

材

料

改

修 仕

後 上

さ

厚

特記なき限り

工

事

区

分

略

号

けい酸カルシウム板（タイプ２）

押出法ポリスチレンフォーム保温材

改

例

修

内

容

凡

改修後改修前

ａ：　仕上新設Ａ：　仕上撤去

ｂ：　図示の仕上新設Ｂ：　図示の仕上撤去

ｃ：　下地共新設Ｃ：　下地共撤去

ｄ：　図示の下地共新設Ｄ：　図示の下地共撤去

ｅ：　図示の塗装塗り替えＥ：　図示の下地調整

ｆ：　既存のままＦ：　既存のまま

凡例

改修対象範囲を示す。

仕　　上　　表

外　部　仕　上　表

改修
内容

改修
内容

改修
内容

改修
内容

改修
内容

改修
内容

改修
内容

改修
内容下地 下地 下地 下地 下地 下地 下地 下地

改修
内容備　　考

庇・フード・バルコニー　軒天パラペット屋　　　根外　　　壁幅　　木　・　腰床

仕　　上 仕　　上 仕　　上 仕　　上 仕　　上 仕　　上 仕　　上 仕　　上

庇・フード・バルコニー　側面庇・フード・バルコニー　天端

梁型仕上 詳細番号 改修
内容仕　　　　　上 詳細番号 改修

内容

天　　　　井
備　　考 改修

内容

内　部　仕　上　表

階 室　　　　名
床 幅　　　　木

下地 詳細番号 改修
内容仕　　　　　上 下地 詳細番号 改修

内容 下地 詳細番号 改修
内容 柱型仕上 詳細番号 改修

内容下地 仕　　　　　上 詳細番号 下地改修
内容

壁腰    壁

仕　　　　　上 高さ 仕　　　　　上 高さ

改修前

改修後

共通事項 外部付属物及び詳細番号 内部付属物及び詳細番号略　　号

１．　外部仕上表及び内、外部付属物の適用分類、詳細番号は、 ・　印のついたものを適用する。

２．　仕上表に記載の詳細番号のうち、(例)１－０２－３は建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房

不燃積層せっこうボード（化粧有り：トラバーチン模様）

Ｃ コンクリート

ＣＢ コンクリートブロック

Ｗ 木造

軽量鉄骨

せっこうボードＧＢ-Ｒ

ＧＢ－ＮＣ（Ｎ） 不燃積層せっこうボード（化粧無し：下地張り用）

シージングせっこうボードＧＢ-Ｓ

合成樹脂エマルション系複層仕上塗材複層塗材（Ｅ）

ポリマーセメント系複層仕上塗材複層塗材（ＣＥ）

反応硬化形合成樹脂エマルション系複層仕上塗材複層塗材（ＲＥ）

けい酸質系複層仕上塗材複層塗材（Ｓｉ）

クリヤラッカー塗りＣＬ

アクリル樹脂エナメル塗りＡＥ

つや有合成樹脂エマルションペイント塗りＥＰ－Ｇ

合成樹脂エマルションペイント塗りＥＰ

ＤＰ 耐候性塗料塗り

ウレタン樹脂ワニス塗りＵＣ

オイルステイン塗りＯＳ

合成樹脂調合ペイント塗りＳＯＰ

アクリル樹脂系非水分散形塗料塗りＮＡＤ

ラッカーエナメル塗りＬＥ

木材保護塗料塗りＷＰ

ＧＢ－ＮＣ（ＮＴ）

ＬＧＳ

ロックウール化粧吸音板　凹凸模様ＤＲ（凹凸）

けい酸カルシウム板（タイプ２）ケイカル板

ロックウール化粧吸音板　トラバーチン模様ＤＲ

ＤＲ（凹凸） ロックウール化粧吸音板　凹凸模様

ロックウール化粧吸音板　軒天井用：トラバーチン模様ＤＲ（軒天）

ロックウール化粧吸音板　軒天井用：凹凸模様ＤＲ（軒天凹凸）

押出法ポリスチレンフォーム保温材ＰＦ板

木質系セメント板木毛板

テラゾーブロックＴＢ

外装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材外装薄塗材（Ｅ）

Ｃ（Ｂ） コンクリート打放し（Ｂ）

Ｃ（Ｃ） コンクリート打放し（Ｃ）

モルタルＭ

軽量骨材仕上塗材軽量吹付

・　ＥＸＰ．Ｊ金物

・　屋上換気塔

・　屋上点検口

・　トップライト

　　テレビアンテナ基礎

・　ク－リングタワ－基礎

・　ル－フドレイン

・　くつふきマット

・　屋上管類貫通部

・　タラップ

・　屋上点検口

・　と　い

・　煙　突

・　手すり

・　旗　竿

・　５－２１－２　　　・　図　示

・　５－３３－１

・　図　示

・　図　示

・　既製品

・　ステンレス（図示）

・　スチ－ル　（図示）

・　図　示

・　５－３２－１　

・　アルミ　　（図示）

・　図示

・　５－３１，３２，３３　

・　８－２１－１，２，３

・　８－３１－１，２，３

・　足洗い場

・　合成木材製蓋

・　角落し

・　ステンレス製蓋

・　丸環 ・　図示　　　

・　室外機基礎

・　マンホール蓋

・　図示

・　図示

・　図示

・　図示

・　図示

・　落し込み式取手 ・　図示

・　足掛金物

・　文字板

・　郵便受

・　電気用ハンドホ－ル蓋

・　目　地

・　グレ－チング

・　庁名板

　　（バンドレスタイプ）

・　φ１００（ステンレス製）・　たてどい

・　図　示

・　図　示

・　図　示

・　図　示

・　図示

・　図　示　・　２－０２－９，１０

・　図示・　５－２１－１

・　５－２２－１　・　図示

・　５－２２－２　・　５－２２－３

・　５－２２－２

・　図示

・　流し台

・　フード

・　コンロ台

・　流し上部水切り

・　脱衣箱

・　天井点検口

・　床点検口

・　便所へだて

・　トラフ

・　肢体不自由者便所

・　つり戸だな

・　水切りだな

・　便所手すり

・　くつふきマット

・　フック

・　グレーチング受枠

・　浴室まわり

・　タラップ

・　足掛金物

・　３－４２－２

・　既設品　　　　　　・　６－２２－１

・　６－３２－１

・　図示

・　図示

・　図示

・　図示

・　図示

・　図示

・　１－２１－

・　図示

・　６－３１－　　　

・　図示

・　８－２１－２

・　８－３１－１

・　図示

・　６－２２－５,６

・　６－２３－１，２，３，４

・　既製品

・　カーテンボックス

・　下足箱

・　ブラインドボックス

・　屋内掲示板

・　断熱材打込み

・　階段手すり

・　手すり

・　マンホール蓋

・　ピクトグラフ

・　庁舎案内板，各階案内板

・　搬入口

・　押　入

・　室名札

・　クレンガーダー

・　ホイストレール

・　鋼　製　　　　・　３－３１－１，２

・　既製品

・　アルミ

・　図　示

・　７－０１－１　　　・　７－０１－２

・　図　示

・　６－４６－１

・　図示

・　アルミ

・　アルミ製　　　・　図示

・　７－１２－６

・　図　示（溶融亜鉛メッキ）

・　図　示（溶融亜鉛メッキ）

・　図　示（土木工事）

　　　　　　　　　・　３－３２－５,６,７

・　８－４３－１

・　８－４４－１

・　８－４１－１

　　　官庁営繕部監修）を示す。

４．　付属物のうち、室名札、床点検口、掲示板、

７．　内壁の見え掛りとなるＰＦ板打込み部分は、

６．　ＰＦ板、木毛板等打込み箇所は、別図による。

３．　特記以外の木、鉄部の塗装はＳＯＰとする。但し、和室回りは除く。

１１．　打放し仕上げの出隅部分は、面取りを行う。

　　　る。

案内板、ピクトグラフ、階数表示板等は、平面図によ

　　　よる。

５．　付属物のうち、カーテンボックス、ブラインドボックス、ブラインド、天井点検口等は天井伏図に

　　　、その部屋の壁面と同様とする。

ＧＢ厚１２．５直張り（継目処理工法）とし、塗装は

８．　壁のボード張りは水平方向には原則として継手は設けない。

　　　回り縁は、アルミ製、天井付き目地とする。

９．　天井仕上ボード張りのうち、ＧＢ－ＮＣ（ＮＴ）及びＤＲ（下地ＧＢ共）は突付け張りとし、天井

１０．　直接地業工事に接する内部床のコンクリート下地には、防湿層としてポリエチレンフィルム厚０．

　　　１５の敷込みを行う。ただし、床仕上げがビニル床タイル、ビニル床シート及び合成樹脂塗床、

　　　床用塗料の場合とする。

アスベスト含有建材レベル３を示す。



縮　尺縮　尺

図面名

施工地名

工事名

工事番号

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

公セ補

上越市大字藤野新田

図面番号

下水道センター

第5-機高-5号 A4- 2

平面図・立面図・断面図

1/100

耐水化対策(建築)工事

水処理棟　階段室　耐水化改修

7,250

30
0

1,
80

0
2,

95
0

65
0

7,250

30
0

1,
80

0
2,

95
0

65
0

5,
50
0

5,
80
0

7,250

5,
70

0

4,
75

0
65

0

30
0

1,
80

0
2,

95
0

20
0

4,300

4,300

4,300

20
0

20
0

4,
30

0

7,250

30
0

1,
80

0
2,

95
0

65
0

7,250

30
0

1,
80

0
2,

95
0

65
0

5,
50
0

5,
80
0

7,250

5,
70

0

4,
75

0
65

0

30
0

1,
80

0
2,

95
0

20
0

4,300

4,300

4,300

20
0

20
0

4,
30

0

防水板　設置防水板　設置1F 階段室－１ 1F 階段室－１床コンクリート新設部　目荒し
防水板　新設

床コンクリート　新設

階段室－１

管廊

階段室－１

階段室－１

管廊

階段室－１

東　立面図　１／１００

西　立面図　１／１００

一階　平面図　１／１００ Ａ－Ａ　断面図　１／１００

南　立面図　１／１００

北　立面図　１／１００

東　立面図　１／１００

西　立面図　１／１００

一階　平面図　１／１００ Ａ－Ａ　断面図　１／１００

南　立面図　１／１００

北　立面図　１／１００

+5.300 +5.300

２１

２１

２１

Ａ Ｂ

ＡＢ

Ａ Ｂ

Ａ

Ｂ

２１

２１

２１

Ａ Ｂ

ＡＢ

Ａ Ｂ

Ａ

Ｂ

1-1

Ｏ

1-1

Ｎ

1-1

Ｎ

1-1

Ｏ

  GL  =
TP +  5.000

 1FL-1=
TP +  5.300

 1FL-2=
TP +  7.100

 RSL  =
TP + 10.050

 Par  =
TP + 10.700

浸水位 =
TP +  5.500

  GL  =
TP +  5.000

 1FL-1=
TP +  5.300

 1FL-2=
TP +  7.100

 RSL  =
TP + 10.050

 Par  =
TP + 10.700

浸水位 =
TP +  5.500

TP -  0.500

  GL  =
TP +  5.000

 1FL-1=
TP +  5.300

 1FL-2=
TP +  7.100

 RSL  =
TP + 10.050

 Par  =
TP + 10.700

浸水位 =
TP +  5.500

Ｎ

  GL  =
TP +  5.000

 1FL-1=
TP +  5.300

 1FL-2=
TP +  7.100

 RSL  =
TP + 10.050

 Par  =
TP + 10.700

浸水位 =
TP +  5.500

  GL  =
TP +  5.000

 1FL-1=
TP +  5.300

 1FL-2=
TP +  7.100

 RSL  =
TP + 10.050

 Par  =
TP + 10.700

浸水位 =
TP +  5.500

TP -  0.500

  GL  =
TP +  5.000

 1FL-1=
TP +  5.300

 1FL-2=
TP +  7.100

 RSL  =
TP + 10.050

 Par  =
TP + 10.700

浸水位 =
TP +  5.500

Ｎ

改修内容改修箇所

改修内容一覧表

凡　例改修内容 撤去概要改修箇所

改修内容一覧表

凡　例 新設概要

改　修　前 改　修　後



縮　尺縮　尺

図面名

施工地名

工事名

工事番号

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

公セ補

上越市大字藤野新田

図面番号

部分詳細図・仮設図

1/50・100

下水道センター

第5-機高-5号 A4- 3

耐水化対策(建築)工事

水処理棟　階段室　耐水化改修

ＮＯ

2-1 2-1

凡　例

注　記

・足場の存置日数は、３０日とする。

50
0

30
0

20
018

0

250 3,800 250

220 3,860 220

2,400

125

1,335
60

30

60

30

4,300

80

30
0

10
0

12
0

18
0

80
30

0
10
0

12
0

610 2,000 490 900

45
54

9

59
4

300

80
30

0

12
0

20

50
0

30
0

20
018

0

250 3,800 250

4,300

80
30

0
10
0

12
0

610 2,000 490 900

45
54

9

59
4

300

2,370

125

1,305

160 90 90 160

19
2

15
7 20

0

7,250

4,
30

0

1,700

4,
38

0

防水板設置防水板設置 防水板設置

防水板設置

防水板設置防水板設置 防水板設置

防水板設置

仮設間仕切Ｃ種
L=4380H=4600

１／５０ １Ｆ　　階段室－１　防水板設置　改修後　部分詳細図１Ｆ　　階段室－１　防水板設置　改修前　部分詳細図 １／５０

１／１００仮設図

階段室－１

１ １
１ ２

１１
１２

１ １
１ ２

１ １
１ ２

改修後　Ａ－Ａ　断面図　１／５０改修後　Ｂ－Ｂ　断面図　１／５０ 改修後　Ｃ－Ｃ　断面図　１／５０

改修前　平面図　１／５０

１ １
１ ２

１１
１２

１ １
１ ２

１ １
１ ２

改修後　Ａ－Ａ　断面図　１／５０改修後　Ｂ－Ｂ　断面図　１／５０ 改修後　Ｃ－Ｃ　断面図　１／５０

改修前　平面図　１／５０

一階　平面図　１／１００

Ｂ Ｃ

Ｂ Ｃ

Ａ Ａ

Ｂ Ｃ

Ｂ Ｃ

Ａ Ａ

１

Ａ Ｂ１ １

１

Ａ Ｂ１ １

２１

Ａ

Ｂ

  GL  =
TP +  5.000

浸水位 =
TP +  5.500

防水板天

 1FL  =
TP +  5.300

  GL  =
TP +  5.000

浸水位 =
TP +  5.500

防水板天

 1FL  =
TP +  5.300

Ｎ

凡　例

仕上等　撤去部分を示す。

凡　例

仕上等　新設部分を示す。

コンクリート　新設部分を示す。

仮設間仕切Ｃ種　（単管足場＋壁養生シート）

工事用動線

管理用動線

床養生ブルーシート敷

・仮設計画については、参考とする。

・仮設間仕切り・足場等は、現場にて監督員と調整のこと。

内部養生シートは　防炎Ⅱ類とする。

改　修　前



縮　尺縮　尺

図面名

施工地名

工事名

工事番号

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

公セ補

上越市大字藤野新田

図面番号

1/10

雑詳細図（１）

下水道センター

第5-機高-5号 A4- 4

耐水化対策(建築)工事

水処理棟　階段室　耐水化改修
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巾木：モルタル※巾木：モルタル※

巾木：モルタル※ 巾木：モルタル※

巾木：モルタル※

１／１０

１
通
芯

１通芯１通芯 Ａ通芯 Ｂ通芯

改修前

１Ｆ階段室－１　防水板設置　廻り　詳細図（１）

Ｂ－Ｂ　断面図 Ｃ－Ｃ　断面図Ａ－Ａ　断面図

平面図

Ｂ Ｃ

Ｂ Ｃ

ＡＡ

  GL  =
TP +  5.000

 1FL  =
TP +  5.300

浸水位 =
TP +  5.500

防水板天

本図は　参考図とし、施工図にて確認上決定の事。

注　記 ※印は、撤去部分を示す。

　　　　印は、撤去部分を示す。

　印は、カッター入れを示す。

仕上は　仕上表による。

モルタル・コンクリート撤去部は
　　　　　カッター入れの上撤去に事。

20
5

45
20

　　　　印は、鉄筋コンクリートを示す。

　　　　印は、無筋コンクリートを示す。



縮　尺縮　尺

図面名

施工地名

工事名

工事番号

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

公セ補

上越市大字藤野新田

図面番号

1/10

雑詳細図（２）

下水道センター

第5-機高-5号 A4- 5

耐水化対策(建築)工事

水処理棟　階段室　耐水化改修
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２
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250

20

防水板側枠☆防水板側枠☆防水板側枠☆

防水板側枠☆

防水板側枠☆

防水板中柱☆

防水板中柱☆

防水板下枠☆

防水板中柱☆

防水板下枠☆

防水モルタル

防水モルタル

ステンレス　　
　ノンスリップ ステンレス　　

　ノンスリップ

ステンレスノンスリップ

シーリング25×15

シーリング25×15シーリング25×15

防水板☆

防水板☆

防水板☆

防水板☆

ステンレスノンスリップ

１／１０

１
通
芯

改修後

１通芯１通芯 Ａ通芯 Ｂ通芯

１Ｆ階段室－１　防水板設置　廻り　詳細図（２）

Ｂ－Ｂ　断面図 Ｃ－Ｃ　断面図Ａ－Ａ　断面図

平面図

Ｂ Ｃ

Ｂ Ｃ

ＡＡ

  GL  =
TP +  5.000

 1FL  =
TP +  5.300

浸水位 =
TP +  5.500

防水板天

本図は　参考図とし、施工図にて確認上決定の事。

注　記 表記部分は、新設部分を示す。 　　　　印は、新設部分を示す。

仕上は　仕上表による。

防水板は、(株)日本アルミ　脱着式防水板同等品とする。

新設部コンクリート部仕上　床面：コンクリート直均し（ａ）、立上り：コンクリート打放し（Ｂ）

床部コンクリート新設部の　アンカー・配筋は　構造図による。

防水板下枠には、ステンレス蓋付とする。

新設鉄筋コンクリート部
既設コンクリートとの接触面は目荒しを行う事。

　　　　印は、新設鉄筋コンクリートを示す。

　　　　印は、無筋コンクリートを示す。

☆

☆ ☆

☆

☆

☆印は　防水板工事を示す。



[シングルの場合]

[チドリの場合]

ゲージ（４da以上）

P P

はしあき（5da以上）

へりあき

へりあき

[ダブルの場合]

はしあき（5da以上）

P P

へりあき

へりあき

ゲージ（5.5da以上）

あと施工アンカ－

L

接着剤

既存躯体

アンカ－筋

Ln

接合面

増設補強壁

（1）接着系アンカー

da

L  ： コンクリ－トの穿孔深さ、または接着系アンカ－の埋め込み長さ

Le

Da

Le ： アンカ-の有効埋め込み長さ

Ld ： アンカ-筋の全長

Ld

Ln ： 有効定着長さ

Da ： 既存コンクリ－ト躯体への穿孔径

da ： アンカ－軸部の直径、アンカ－筋の呼び名

アンカ－関係共通事項

接着系アンカ-の有効 埋め込み長さ

開口補強筋　：　Ｌｅ＝１０ｄａ

一般部　：　Ｌｅ＝７ｄａ

(2) あと施工アンカーの位置と間隔

(ナット付）

(ナットなし）

ナットなし)とし、ナットから ねじ山

ナット付き異形棒鋼(開口補強筋用は

定着長さ

アンカー筋形状

また、先端形状は45ﾟカットとする。

が2山以上でること。

(＝補強筋との継手長さ＋ｸﾘｱﾗﾝｽ)

接着系アンカ-の有効

開口補強筋　：　Ｌｎ＝Ｌ  ＋５ｄａ

一般部　：　Ｌｎ＝２０ｄａ

既存壁等撤去要領図
注記）特記なき壁等の撤去は下図による。

梁

撤去壁-スラブ 取合部

鉄筋切断

無収縮モルタルにて補修

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

無収縮モルタルにて補修

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

鉄筋切断

20

スラブ

20

新設壁部目荒らし

鉄筋切断

目荒らし

鉄筋切断

新設壁厚

梁

新設壁厚

撤去壁-梁 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-梁 取合部（撤去のみの場合）

注記）　　印は、コンクリ－トカッタ－位置を示し、カッタ－深さ30とする。

注記）鉄筋切断部には、錆止め塗装を行う。

注記）鉄筋はつり出しは、特記による。

施工確認試験荷重

アンカー筋呼び名(da)

da

L

接着剤

既存躯体

アンカ－筋

Ln

接合面

増設補強壁

da

Le

Da

da

（確認強度）

アンカーの有効埋込長さ(Le)

１

15
0

15
0

グラウト材

スパイラル型

あと施工アンカ－

新設壁厚

割裂補強筋 目荒し

鉄筋フレア溶接要領

２．鉄筋のフレア溶接の溶接長さは、ビ-ドの始点(La)及び、クレ-タ-(Lb)を除いた部分の

長さとする。但し、La 及び Lbは 2d以上とする。

d d

d/2

La Lb

10d

新設・増設壁上部グラウト要領

1. 特記なき新設・増設壁上部は、グラウトを行う。

新設壁の場合

増設壁厚

グラウト材

増設壁の場合

割裂補強筋

あと施工アンカ－

スパイラル型

目荒し

既存壁

１．特記なき鉄筋のフレア溶接は、下図の片面または両面とする。

La

dd

5d

Lb

片面フレア溶接 両面フレア溶接

アンカ-筋ピッチ標準

P
P

P
P

5d

5d P P P PP

d/2 d/2 d/2

20
0

20
0

50

50

割裂補強筋配筋要領

1. 割裂補強筋は、改修壁の柱・梁に接する面全てに配置する。

壁　厚 スパイラル径 割裂補強筋 備　　　考

2. 割裂補強筋は、スパイラル型とし、ピッチ、スパイラル径は下記による。

PP

da

へりあき (2.5da以上)

(7.5da以上 かつ 30cm以下)

はしあき(5da以上)

(2.5da以上)

(7.5da以上 かつ 30cm以下)

(7.5da以上 かつ 30cm以下)

（原則として、中央に配置する。)

(2.5da以上)

確認強度は、計算で得られた、アンカーの鋼材による引張荷重又はコンクリート

破壊による引張荷重（埋込みピッチ及びへりあきの影響を受ける場合は、低減

した荷重）の小さい方の2/3程度の荷重。

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

無収縮モルタルにて補修

柱

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

直交壁

無収縮モルタルにて補修

撤去壁-直交壁 取合部 撤去壁-柱 取合部（壁を新設する場合）

新
設

壁
厚

柱

鉄筋切断

新設壁部目荒らし

撤去壁-柱 取合部（撤去のみの場合）

20
20

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

鉄筋切断

撤去庇-梁 取合部

無収縮モルタルにて補修20

コンクリ－トカッタ－深さ両面30

開口補強筋を取り付けた後、内型枠に合わせグラウト材を充填する。

大開口部はあと施工アンカ－により、開口補強筋を設ける。

3.小開口部は切断面の補修（錆び止め塗装）を施す。

コンクリ－トカッタ－及び、はつり出し

2.各開口寸法に合わせ、コンクリ－トカッタ－及び、はつり出しにより開口部を開ける。

先導孔（100φ程度）

1.床・壁にコア抜きにより先導孔を開ける。

鉄筋切断部分錆び止め塗装

○小開口部

鉄筋切断

・適用は特記による。

撤去要領 補修要領

注記）　　印は、コンクリ－トカッタ－位置を示し、カッタ－深さ30

150

鉄筋はつり出し

開
口

寸
法

：
H

150

15
0

鉄筋切断

15
0

開
口

寸
法

：
H

150150

目荒し

フ
レ

ア
溶

接

フレア溶接

15
0

11da 15da

グラウト充填

15
0

・適用は特記による。○大開口部

あと施工アンカ－
開口補強筋
（特記による）

（特記による）

補修要領

開
口

寸
法

：
H

開口寸法：W

開
口

寸
法

：
H

開
口

寸
法

：
H

開口寸法：W開口寸法：W

開口寸法：W
開口寸法：W

撤去要領

一
１．参考図書

般

事

項

「２０１７年改訂版　既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震改修設計指針　同解説」
　　日本建築防災協会／国土交通大臣指定耐震改修支援センター

※第３章　補強部材・部位の設計

※第４章　補強工事の施工

新設壁開口配筋要領図 （※註：意匠図による）
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3. 継手は、2巻以上の重ねとする。
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工事番号 図面番号

工事名

施工地名 上越市大字藤野新田

図面名

縮　尺

設計年月日

新 潟 県 上 越 市

縮　尺

改修標準詳細図

-

水処理棟　階段室

公セ補

下水道センター
耐水化対策(建築)工事

令和 ７年 ２月 ２８日

S4-01第５機高５号



１ ＢＡ

１通りＡ-Ｂ間

浸水位=
TP+5.500

1FL=
TP+5.300

GL=
TP+5.000

シアコネクター

D13@200ダブル
有効埋込長 7d

2-D13 2-D13

D13@200ダブル
有効埋込長 7d

シアコネクター

80 80

549

192 157 200

工事番号 図面番号

工事名

施工地名 上越市大字藤野新田

図面名

縮　尺

設計年月日

新 潟 県 上 越 市

縮　尺

構造図

1/20

水処理棟　階段室

第５機高５号
公セ補

下水道センター
耐水化対策(建築)工事

令和 ７年 ２月 ２８日

S4-02

新設鉄筋コンクリート部の既設コンクリートとの接触面は目荒しを行う事。


